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　違法行爲の當事者間に於て、！》rl實損賠償制が探られ、定額
賠償制が探られて居らない事は周知の事實である．これは刑法
の登達によ鉱違法行爲に封する刑罰的役割は刑法によつて果
されて居う、損害賠償は唯損害塀補の役割のみを果さば足ウる
こと㌧なつてゐるからである。然しか曳る分化は近世に至つて
初めて實現したのであう、それ以前に於ては之と異る様相を呈
してゐた。帥ち或場合には刑罰のみを科して損害賠償を認め
ず、或場合には損害賠償のみを科して刑を加へなかつた。換言
すれば、刑罰は損害賠償を吸牧し損害賠償は刑罰を吸牧したの
である（註一）。違法行爲に封し主として軌れを科するかは、時代
によめ揚所によつて甚だ異つて1置ヰ轟、到底簡畢に之を説き去る
ことは出來ない。
（駐一）　1二1本養老律令に於ては、殺人に於て故意犯ならは死刑其1也の刑罰を科する
　　のみであり、損害を賠償せしむることなく、過失犯ならほ職銅を出さしめて之
　　を被害者に糸含付するのみ・に一ぐ、ヲ甜罰を男喰こ力鷺げ：・ることはなカΣつた（蜀哲餐千軒、　樹1
　　訟律、獄令）。
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　小論に於て扱はんとする濁逸中世の頃に於ても、實刑と損害
賠償とは互に押合ひつ＼波状を成し頑攣遷を途げてゐること後
述の如くであるが、その損害賠償の内に就て之を観れば、大騰
に於て定額賠償制をその基準として探用して居ることが窺はれ
る。中世とは言ふ迄もなく六世紀よウ十五世紀に亘る永き時代
であめ、法源としても歎々の部族法を初めとして、多くの勅令
（Capitu1＆ria）があ蚕、ヌl　Sachsenspiegelを初めとして歎々の
「法律書」があウ、その他都市法も存するのである。今これ等
杢部に亘つて槍討を加へることはかへつて錯雑を來すが故に之
を避け、比較的系統を追ふて、レックス・ザリヵ（Pac七ds：Legis
Salicae・略號Lex　Sal・）、それの増補（Novd／ae・略號Nov．）、ヵ
一ノン大王によつてフランク人虹にザクセン人に封して登布され
ブ～るCapitulatiodepa！tibusSaxoniae（略號CdpS，）Capitul＆re
Saxonicu皿（略號C翫P・融x・）Lex撫xonmn（略號：Lex　S＆x・）の
諸法、虹にザクセン・シユピーゲノレ（Sac銚en3piegel－Landrecht
u』Leh皿echt．略號Ssp・一：L細drecht，Ssp・一L曲皿eeht）のみに依
つて損害賠償制度を説述して見度いと思ム。
　因に叙上の法源の成立の年代を述ぶれば、1）aetus　Legis　S＆li－
cae（Lex　Saliea）は西暦507年乃至511年に於て、即ちキリス
ト教傳播以前に於て、ライソ河下流々域に住めるザリ・フラソ
ク部族の慣習を爲したものであ鉱それの増補は彼の子虹に孫
の頃に行はれブ～ものであるO　Capitu1乱tio　de脚rtil）us　Saxoniae
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は785年頃に於て、暴動の李定者カーノレ大王がキリスト致保護
の爲に一方的に定めたる威嚇的立法であめ、C乱pitulare　S叡o－
niCumは797年にザクセン人滲與の下に成れる制定法であ飢
：Lex　S乱xonUm．は1802年か803年・か迄こ同様にして更めて定めら
れぬるものである（註一）。但し史上明らかなるが如く、これ等
の制定法はオツトー大帝（836－873）以來の慣習法尊重の傾向
によ鉱地方人の感情に合致せざるものは逐次忘れ去られてし
まつプ～・た冥合致する部分のみが、新に生じたる法慣習と共に
保存せられて屑つた。＄＆chsenspiege1は、十三世紀初頭に於け
る低ザクセソ地方の慣習法をアイケなる私人が文字に爲したも
のであつて、一般法の部（LaIldrecht）拉に封建法の部（：Lehnre－
cht〉の二部よう成ウ、前者は更に三巻に分たれてゐる相當大部
なものである（註二）。Saellsenspiegelの法源性に關しては特に
読朋する要なき程有名であるが（註三）、而もそれは所謂小帝法
（Kleilles　K乏もlserrecllt）共他によつて鍵更を受けつVも、なほ十
五世紀に於て法源として裁到所によつて適用せられてゐた事を
附言する必要があらう（註四）。
（註・一）　原文としてはK　A・Eck王愉rd．t監修に成るGerlnanellrechteのBal1α
　　1，1～｝35とB翫nd2のIIL1934・とを用ひたo
（註二）原文としてはK・A・：Eckhardt監修に成るMonumellta　Gemaniae
　　Hisもorica中のSachsenqpiegel　L駄nd－und：Lehllreeht，1933を使用したc
（註三）雛chsel18piegelの著作者、著作年代蛇にその法規性等に關しては、拙課
　　に成る早稻1月法學・別冊第八巻「ザクセン・シユピーゲル」の課者序を参照へ
4 緒 円
（誰四）Schr6der－v・Kゼ1n61）erg：Lehrl）ueh　der　deIltgehen　Reehtsgeselliehte・
　1932．S．731．
　定額賠償制に於ける個々の定額は如何にして定まつたか。形
式的には、レツクス・ザリカの巻頭に言ふが如く、人民とその
有力者（Procerm1〉との協定に基くのであるが、實質的には、
加害に謝して許されてゐた復讐を断念するに際して提供された
る、各個の復讐噺念金（Urf凸de）の額が、次策に集積統一して例
を成しブ～ものと考ぷべきである。斯くして、生命を害せられプ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミノシロキン場合に加害者側より被害者側へ提供せられる身代金（Wげ9dd）
の額が、被害：者の身分に從つて定まウ、叉加害の手段・方法・部
位・揚所・同撒等によつて、それは異るものとせられブ～。軍に身
禮を傷害したる揚合も亦之に準じて定まつた。又財産を侵害し
ノ～る揚イ紋こもそれは慮用せら母τブ～。これ等の場合には身・代金に
封して之を顛罪金（Bl鳩e）と稚する脅慣である。尤も廣義に於
ては賠罪金は身代金をも包撮する。
　斯くして確定して居る身代金又は膿罪金を講求する場合に
は、被害者は唯加害の事實を示さば足り、實際幾許の損害が自
己に登生したかを示す必要は無かつブ～。叉逆に、所定の身代金
叉は賠罪金の額以上に損害あうとも、そしてぬとへ之を離明し
得ても、特に之を許す規定なき以上はそれを箭求することを得
な》・定であつた駐碗。
（註一）　特に貴損賠償の蒲求ボ許さ初る場合に就ては本稿79頁以下参照o
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　他人に封して違法行爲を犯せば、それは同時に其肚含の平和
（治安）を棄し凌ことに成る。從つて加害1者は被害者に勤しての
みならず、その肚會叉，はその代表者に1封して特に李和金を支批
はねばならな：かつブ～。L？x　S～しlh“ζ於て1よ之をfredUs，f］℃tlls，
fritus等と稻1し、　S～Ldlsellspiegelに方桑・ては之をwed《1e又は
geweddeと稻してゐる。その性質や＼近代の罰金に近きものあ
るが故に、本稿に於ては之を罰金と樽すること㌧する。王樺次第
に伸長するに至ると、國王は肚會の代表者として虻なく、固有の
梅力として命令椹又は統制権とも稔すべき1脚mu畦B芝umred覇
を有するとせられ、それの侵害に封しては特に賠償（所謂
B乱1mgeld）が求められたのであるが、これと前述のfredusとの
癌別は比較的早く失はれ、爾者は混溝せらる＼に至つた。そこ
で本稿に於ては爾者を併せて罰金と稻すること鼠する。罰金は
身代金聴罪金と一一括して科せらる㌧こともあめ、又別に定額が
科せられることもある。その詳細は罰金の章に譲る。
　是等身代金・聴罪金・罰金に關する猫逸中世の法制を述ぶる
ことが本稿の目的である。それ等のものを請求する手績、卸ち
訴の豫備手績として叫唾告知（gα釦hte〉が爲さるべきであると
か、加害動物を差押ぷべきであるとか、訴求の詳細なる手績、
到決後の支錦の！馴1蚊に順序に關する定、共他順罪金債務の相
績性等に關しては、頁藪等の關係上本稿では凡て省賂に從び、
論述を他の機會に譲る。
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　　　　　　　　一一　総　　説
　先づ第一に注意せらるべきは、聴罪金（廣義）は凡て被害者を
基準として定められ、加害者を標準として居らないことである。
生命を奪はれたる者の身代金の額が被害者の地位・身分・男女の
性別・年齢等によつて定・まウ、身膿・白由を侵害せられ・ブ～る：者の
順罪金が同様にして定まう、盗罪に關する順罪金が被害封象物
の債格によつて定まるが如きである。然しこれに封して例外も
多少は存在する。例へばレツクス・ザリカに於て非自由人たる奴
が盗罪を犯しぬるときには、自由人が同額の盗取行爲を爲せる
揚合と全く異る額の順罪金支拗を命ぜられて居ウ（47頁蓼照、、又
奴が非自由人たる餌女を彊姦したる揚合には、自山人が姫女を
侵したる揚合と杢く異る額の賊罪金を徴せられる（37頁滲照）。
レツクス・ザリカの増補も亦同一の方針を採鉱奴が他人の碑
女を殺せば自由人が之れを殺したる場合と異なる庭置が爲され
（Nov・II，5）、解放自由人が解放自由人たる女を略取すれ・ば自由
人が之を爲したる場合と異る賠罪金を支梯ふべき旨を規定して
ゐる（Nov．Il，14§1）。　レツクス・ザクソヌム並にザクセン・
シュピーゲノンに於ては、か㌧る例外は見當らない。斯くの如く
極めて稀なる例外は存在しないわけではないが、殆んど凡ての
揚合に於て被害者又は被害物件が基準となつて居るのである。
　上述の如く加害者の身分が問題覗せられぬといふ原則とLex
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Sali膿第五十條第四項、裁判を行ふべき責ある其地の守護（Gr芝、f〉
がその職務を怠れば、死を以て瞭メ、か然らずんば自分が債する
竜の、帥ち自分の生來身分に從ぷ身代全を以て賠ふべき旨の規
定とは、如何に調和して考メ、べきものであらうか。思ふに、こ
こに提供せらるべき身代金は、上述のものが被害者に入るに反
して國王の手に入るものであ鉱學術上罰金と稚して所謂賠罪
金と庭別せらるべきものに外ならない。Brulmer亦斯く解して
ゐる儲一）。Saehsenspiegeiのhndrech“II，64§1ユに、膚．髪
の珊を免れんとする者は三シリングを百姓代（聴meistere）に
支佛メ、べし、と規定してゐるのも性質に於て同様である。
（註一、　1達rulmer：ReehtsgesehichteナII，S・616・なぼ本稿6｛：頁滲照。
　策二に注意せらるべきは、贈罪金の受領が張制せらる㌧か否
か、換言すれば違法行爲に封して死刑身膿刑を科するか膿罪金
を徴牧するか被害者の側に於て指示・選探の自由があつたか否
かの問題である。この問題は言ふ迄もなく、或種の違法行爲が
必ず死瑠叉は身騰刑を以て庭置せらるべきであウ、その種の違
法行爲に封して金銭を以てする賠罪を許さぬといふやうな違法
行爲が存在したか否かの間題とは異る。後者に關しては現行犯
に非ざる限参殆んど凡ての違法行爲は賠罪を許すといふのがレ
ツクス。ザリカの方針であるが、然しそれ以前の時代に於ては聴
罪を許さず實刑を科する部分が甚多く、それ以後の時代に於て
も漸次その部分が多きを加へて行つたと言ひ得る。か＼る部分
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を除いては凡て金銭を以てする購罪が許されてゐプ～わけである
が、然し被害者は必ずしも之を受領するを要せずとするのが從
來の見解である。即ち、加害が身膿傷害以下に属す場合は之を蹟
罪事項　（BUBSachen）　として復讐事項（Fehdesachel1〉　と匠，男嘆
し、有史以來これは必ず獺罪金によつて解決さるべく復讐を許
さず、從つて被害者は之を受領する義務あめとせられたのであ
るが（註一ノ、殺人の如き復讐事項に於ては被害者側に於て之を
欲する揚合にのみ順罪金の受領が行はるべく、被害者側に於て
復讐を爲さんと欲すれば當然之を爲し得たとするのである。そ
してその根族としてレックス・ザクソヌム中の第十八條に在る
文言d・mimlseomPositi・n（・lul）ergo！vatvelfaidamPortetが墨
げられてゐる。非自由人たる奴に命じて人を殺さしめたる主人
は、顛罪金を支抑ひ叉は復讐を怨ばねばならぬといふ意である。
か殴る特殊なる場合に關する史料が、杢般を律したる規範の存
在を』謹明するものとして適常であるか否かは帖く措き、從來ブ
ノレンナー初め多藪の碩學が之を支持してゐる（註二）。
駐一一㍉R，田s：（le紐｝i（・hte‘leヌdeutsごhenStrafreeht組）i8zllrKarolilla・
　　1929ヲs。53。
（註二、ILBrunl・el・：1）eutcbeReehtsgesehiehte・1，1887，S・163・本文拉
　　に脚レよ3馬35．
　簾三に究むべきは順罪金を表示する貨幣叉はそれに代るべき
もの㌧研究である。レソクス・ザリカ以下既掲の諸法に於ては凡
て・一一マの貨幣輩位デナリウス（dil！arlOs）とソリデゥス（昌o！idos）
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とが用ひられ、ザクセン・シュピーゲノレのみに於てはプフェニヒ
（1）helming，phemlige）シリング（sehillilk，＄e｝、illillgell）虹にオぐン
ド（phuht）、外にヘラー（hcllhle，helli！夏gell）が用ひられた。デ
ナソクスは又pelmillg，pel！tillg等とも呼ばれ、ソリデゥスは！叉
seillingaと呼ばれてゐたことは先畳の研究によつて朋らかにせ
られてゐる（註一）。從つてザクセン・シュピーゲノレの表現は決し
て突然現はれて來たものでなく、從來の傳統を引くものに外な
らない。レックス・ザリカに於てはデナリクスとソリデゥスとの
比債は40：1であう、12（l　dillario8は齢olidosに該當したので
ある（註二）。然るにザクセン・シ調一ゲノレの比債は杢く之と異
う、十ニプフェニヒが一・シリングに該ウ、叉二十シリングが一ポ
ンドに該つたのである（註三）。これは既に（唾al）itulare融NonjCum
に現はれてゐる比債、12dimriosはl　s｛）11（loδに當るとの傳統を
引くものである（註四）。ボンドは叉マルク（mark）とも稻せられ
ブと（註五）。ヘラは牛プフェニヒに外ならない。斯くて我々は、レッ
クス・ザリカに於て既に家畜の頭藪等を以てせず、鋳貨の貨幣
箪位を以て表示が爲されて居たことを知るのである。唯然し斯
く言へばとて、當時それ等の輩位貨幣が多量に流通してゐたと
速断してはならない。近時の研究に依れば、ゲノレマン人の鋳造
に係るデナリウスが第五世紀に於て既に流道してゐたとのこと
であるが（註六）、然し其量の多からざることは想像し得る所であ
う、ソリデゥス貨も亦少く、Capitlllare撫x｛》】・iellmの第十一條は．
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特にソリデゥスと諸物との比憤を定め、一年になる牡叉は牝の牛
は1ソリデゥスであう一・年を増す毎に1ソリデゥスを増・すとして
居鉱北部地方に於ては燕変30シェフェノレ（1シェフゴレは約我三
斗に該る）、裸饗・ブく変ならばち15シェフェノレカ∫1ソリデゥスに該る
が、Brukterer・地方に於ては燕変40シェフェノレ、裸姿21，シェフェ
ノレが1ソリデゥスに該ると定めて居ることは、少くとも低ザク
セン地方に於て貨幣の流通は非常に少なかつたと考へて差支な
財・と、愚ふ（註七）。
　（註一）　SchrOder－v。K‘1116berg：L．d．Rechtsgesehichte，1932，S．197．
〈註二）特に比憤としては示して無いが、各條中に蛇べてある　dillarioSと鍔0－
　　lidOSとの比例は常に此關係に在る。
（註三）Ssp・一1・ehnrecht，68§87etc・
（註四）第＋一條参照。フランケン地方の事には言及してゐないので、同地方の
　　比債が如何様になつてゐたかは、これ丈けでは明瞭でない。
（註五）　Ssp・一Lan（lrecht　III，45§1・
（註六）　Schr6der－v・KUnj3berg：ibid・S・197・
（註七）我國に於ける貨幣流通の歌態と比較すると可なり年代的に類似してゐる
　　ことが看取せられる。
　第四に考究せらるべきは、レックス・ザリカ以下ザクセン・シュ
ぜ一ゲノレに至る迄、凡て属人法主義に立脚せる法律であつて、
、所謂属地法主義と相異う、たとへ同一場所に居佳するとも、素
性を異にすれば決して同一の法律に依つては律せられない事で
ある。即ち、たとヘフランク地方に居住する自由人であつても、
η一マ人プ～る者が殺されたる揚合には原則としてフランク人の
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牛額を以て順罪せらるべく（Lex　SaL包§嶋庶）、フランク人
なら15S・lidOSを’以て贈罪すべき場合にも、ザクセン人なら貴
族でも12s・lid帽照純なる自由人ならδs司idOs牛自由人なら
4SOll｛losにて足るとせられ（GΨ．融N．3）、叉、ザクセン地方
に住するともシュワーベン人は、その相績法に關し叉裁到の非難
に關し、自己特有のシュワーベン法に從メ、べきものとせられるの
である（SSP’一L2md「eeht　Il，17§21191§11§2129）。その他ヅェ
ンデン人なるスラプ系の者に關する特例も散見する（Ssp．一Land－
recht　III．69§2170§11§2173§21§3）。ユダヤ人に關する
特殊なる規定も亦注意を惹く（Ssp』Landreeht　III，7§§1－4）。
然し多くの場合、諸々のゲノンマン人の間には・一マ人とゲノγマ
ン人との問に於けるが如き相違を置かない。例へば：Lex　Salic＆
41§1にて、ゲノレマン人に封する殺人の賭罪金は一律に8000
dill乱rios自Pち200s・lid（》8とせられ、SsP・・：L～Lndreeht　I，19§2
に於ては、相績虹に裁到の非難に關しての外はシュフーベン法も
ザクセン法も相異ることなしと言ふて居る。土地の相績に關し
亦然蚤（SSI）・一Landredlt　I，30）。貴族・自由人・牛自由人・非
自由人（奴女卑）の匠別も生來に基くものではあるが、上述の意味
に於ける匪別と標準を異にすることは説明するまでもあるま
い。これ等の身分の相違によつて贈罪金の額其他違法行爲に封
する塵置が異ることは勿論であるが、これを以て属人法主義に
基くものと言メ、者は無い。
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　撮て以下順次、身代金・購罪金・罰金の順序に於て、且つ購
罪金は人に關するものを第一に、物に關するものをその次に、
その他の事項に關するものを其三として述べるわけであるが、
序でに損害賠償に關する規定が、各法源に於て占むる地位・割
合を見ると、Lex　SaLに於てそれは最も重要なる部分を占め、
C隻lpS．に至ると教會の教義實行を期する爲の規定が、その地位
を奪ひ、（毎Sax・に於て再びその地位は同復せられ、Lex融x・
に於てもや㌧同様であるが、SachsenSI）iegelに至ると他の事項
に關する規定の飛躍的増加によウ、これ等に關する規定は相封
的にその数動1に重要性を減じてゐる。
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　ミノシロキン　身代金は贈罪金の一種であ飢生命侵害あらたる場合に於け
る定額賠償金を斯く稻するのである。從つてとれは生命金とも
言ひ得やうか。尤も稀には生命侵害以外のものに封しても身代
金を科してゐる法源がある（註一）。身代金を現はす語Wergel（1
はラテン語virと同義のゲノγマン語w段ir，werよう系統を引い
て居うM乏Lmge1（1の意であるが、1」ex　S乱では1eode，leodi，
leude語を以て表はし（註二）、Ssp．にてはwergelde，wergeltの
語を以て表はしてゐる（註三）。
（註一）英國のノルマン征服前の法源Aethelbirht64に依れば、他人の男性生
　　殖器を殿損したる者は身代金を科せられてゐる。叉Lex　Sax・20に依れぱ、
　　貴族が貴族を國外に費却すれば同一の取扱を受けた。更にSsp・一Landrecht　I，
　　65§3は、違法行爲の故に裁判所へ出頭すべき者の出頭を保鐙したる保詮人
　　あり、而も期日に違法行爲者を出頭せしめ得なけれぱ、違法行爲者の身代金を
　　支沸ふ責ありとし’でゐる○なほBrul】neT：ididII，S．6151His＝ibid．S，
　　96参照。
（註二）：LexSaL盟§11§2141§ll§31§51etα
（註三三）　Ssp・一Landrecht　I，8§2；42§1；II，5§1；16§5－7；III，9§1；etc・
　身代金は先づ、人の身代金と家畜其他の動物の身代金とに分
たれる。言ふ迄もなく後者は前者の概念の慮用せられたるもの
であム、Ssp。聞hmdrecht　III，51§1に於てその額が詳細に規
定せられてゐる。人の身代金は自由人のものと非自由人のもの
とに分たれてゐる。非自由人プ～る奴脾は元來人に非ずして物の
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取扱を受け、從つて本來の意義に於ける身代金を有しなかつた
のであるが、例外として之に關する定のあることもある。例へ
ば：Lex　SaL35§6それの　Novellae　II，5』Lex　Sax。17等で
あるが、唯この揚合には決して身代金と之を稻して居らない事
に注意すべきである・Ssp』L＆11drecht　III，45§91§11はそれ
等の者が身代金を有せざることを明言して居る。非自由人と自
由人との中間に位する牛自由人は、必ず自由人に準じて身代金
が定めらるる習慣であった。
　S＆chsenspiegelはその：L乱11d．recht蛇に：Lehnreehtに於て自
由人を分つて七級としてゐる。然しそれ等各級者の身代金が全
部相違するわけではなく、Ssp・一：Landrecht　III，45§1は諸侯・
自由貴紳・滲審自由人共に量目に不足なき十八ポンドなる旨を
定めてゐる。小前百姓（biergeldel1）並に高持百姓（pleehhaftel1）
の身代金は十ポンド（同條§4）、水呑百姓（lalltz6ten）のもの亦
同額とせられる（同條§6）。孚自由人（late）の身代金は九ポン
ドである（同條§7）。自由人を七級に分つことはLex　Sal・や
Lex　S＆x．に於ては行はれて居らない。然し自由人が全部孕等
ではなく、貴族は異別され叉國王に封するものも特に考へられ
てゐる。：Lex　S＆1．に於ては其他、國王の賓客たる・一マ人とそ
の他の・一マ人虹に農奴たる・一マ人とを匠別し、賓客を殺し
たる者は12000dil1我rios即ち300solidosの責あう、一般・一マ
人なるときは4000dillarios自Pち100solidosの（註＿）、農奴た
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る・一マ人なるときは2500dillarios即ち62壱solidosの責あ
うとせられてゐる（1・exSa・1。41§§5－7）。
（註一）　Brunner＝Rechtsgeschichte　II，！892，S・612脚註に於てフランク人が
　　200solidiであるのに、・一マ人が100sQlidiであるのはローマ人を輕覗し
　　たわけでなく、それはゲルマン人に於けるSippeの制度がローマ人には無く、
　　從つてSippeに分配すべき額を加算するを要せなかったからであるとしてゐ
　　る0
　7ランク人並にザリ・フランク法に從つて生活するゲノンマン
人達を殺せば、犯入は8000di11．即ち200so1。の身代金を支
梯ムベきものとLex　S＆1．は規定してゐる（Lex　SaL41§1〉。一
般の自由人を殺しブ～る者も亦同じ（ILex　S＆1・15）。然し被害者婦
人ブ～うしときは24000dil1．即ち600sol．の身代金とせられプ～
（：Lex　S＆1．41§3）。但しこれは可妊婦たる場合に限ゆ（Lex　Sal。
24§6）、不可妊婦又は女児なるときは8000din．（200soL）に
過ぎの（同條§7）。又、妊婦ならば28000dil1．（700sol。）とな
ってゐる（同條§3）。又、被害者が王臣たる（qui　ill　truste
dominieafu量t）揚合には、特に一般人の三倍の身代金即ち24000
dill。（600sol．）が犯人に科せられ（Lex　Sa1．41§3）、特に王臣
が從軍に際して殺され㌧ば1800sol．の身代金が要求せられる
（Lex　S飢63§2）。從軍に際して殺され＼ば王臣たらざるときと
錐も、なほ24000dil／。（600so1。）の身代金が徴牧せられるのであ
る（同條§1）。其他、特に役附なる場合、例へば守護とも稻す
べきGraf（gr浦ol／e）が殺害され」ば24000di狙．（600sol．）の身
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代金が登生し（Lex　S乏Ll．54§1）、庄屋とも稻すべきSchultheiB
（saceba■one）にして自由人たる者が殺され㌧ばGrafと同額の
身代金が（Lex　Sa1．54§3）、Schu1七heiB叉はUl！tergr乱fにし
て王奴たる（qui　puer　regius　fuit）揚合には12000din．（300so1．〉
の身代金が犯人に科せられプ～（Lex＆LL54§2〉。Ban皿echtの
存在に因る。
　殺人犯人はその者が自由人たる限血自ら責を負ひ被害者の身
代金を賠償すべき責があるが、若し犯人が非自由人又は牛自由
人なるときは、孚額を主人が支彿ひ、他の牛額に代へて犯人を被
害者側に引渡して責を免る㌧ことが出來る（Lex　S之Ll。35§5）。飼
育せられたる四足獣が人を殺したるとき亦同じ（LexS＆L36）。尤
もこれ等は被害者自由人たることを前提として居め、若し加害
者も被害者も共に非自由人たうしときには、加害者の主人と被
害者の主人は犯人を自分達の問で分けるのである（Lex　S乱1・35
§1）。身代金を提供すべき義務ある者は登財産を以て身代金に
満つる迄賠償すべく、若し杢財産を以てするも之に満たざると
きは、十二人の宣誓補助者を立て＼、最早地上にも地下にも財産
なきことを明らかにする。勿論任意に犯人の最近親者が代つて
支彿メ、こともあるが、これは然らざる揚合の手績である。宣誓の
後我家に至ム家の四隅の土を掌中に集めて、入口の閾の上に立
つて左手にてその土を最近親者に投げる。父・兄弟等が代つて沸
ひし場合にはこの者を除ける者の内、父方の三人母方の三人の
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　　　　　　　　　　　　　　　カラリ最近親者に封して之が爲される。自分は襟を外し靴を脱いで一
本の棒によう垣根を越して飛ぶ。斯くて三人づ㌧牛額を負捲し
て支梯、ムベき責を負はしめられる。これ等の者の内に貧者あら
ば、更に此土投げを近親に行ひ以て杢額の賠償を爲す。而もなほ
額に満た澱ときには謹人を立て＼四裁判期問待つて貰メ、。之を
果し得のときには身を以て贈罪すべきこと＼なる（LexS田．58）。
　殺人による賠償金即ち身代金受領者は、牛額に關しては息子
達であ弧他の孚額に關しては父の叉は母の最近親である（Lex
S＆1．62§1）。若：し父方にも母方にも親族なきときには、その部
分は國庫（伽CUS〉に蹄属しプ～（同條§2）。
　殺人が未途に終るも聴罪金を課せらる㌧ことがある。例へば
溺殺を企て＼水中に投入したるに生還したるときは、犯人は
4000din．（100sol。）の責を負はしめられプ～（LexS＆1。41§9）。殺
害せんとして殿打し外れて死に至らず（LexS＆1ユ7§1）叉は毒
矢を以て射殺せんとしたるときには％oo　din。（6場s（）L）の責あ
ウとせられた（同條§2）。殺人の被害者が未だ通常の人間とし
て取扱はれざる問に犯行行はれたるとき、例へば、命名前の小
兜又は未だ胎兄たる者が殺されたるときは、たとへ自由人に属
すと錐も4000（lil1．（100so1。）の身代金が登生し、（Lex　s就24
§4）、又通常の人問たらざるに至つプ～者、例へば十字路に置か
れブ～る手足なき自由人を殺しブ～る揚合にも同様4000dil1．（100
9・1．）の身代金のみが支梯はれプ～（Lex　S芝もL41§8）。輩に殺人を
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教唆せるのみなるときは殺人ようは輕かつた。殺人を教唆すれ
ば被教唆者實行するに至らずと錐も2500din，（6場sol）の賠罪
金が科せられ、報酬を受けて殺人の依頼を受諾すればたとへ實
行に至らずと錐意同額の賠罪金が、又、これ等の教唆又は依頼
を傳達したる者にも同額が科せられた（：Lex　Sal．28§§1－3）。
　以上の如き身代金の外に、特殊なる殺害の方法を探ウたるこ
とを理由とする特殊なる身代金の定がある。例へば或自由人を
徒黛を組んで襲撃しそして殺害すれば、被害者一般人なるとき
と錐も24000din．（600so1．）の身代金が登生し、若し王臣なる
ときには72000din。（1800sol．）の身代金が登生するとせられ
る（：Lex　SaL42§§1－2）。被害者の身に傷が三個以上存すると
きは、徒窯者の内三人が上述の身代金を支挑ヒ人他の三人は
3600din。（90so1．）を支沸ひ、更に他の三人が1800din。（4550L）
を支梯ふ責あ6とせられる（同條§3）。被害者・一マ人なるか、
牛自由人なるとき、又は小供なるときには上述の孚額のみが支
梯はれる（同條§4〉。叉、戸外に於て、路上叉は野外に於て徒
窯によつて襲撃殺害せられ』ば、犯人中の三人が身代金を共同
にて負罐すべく、誰であるか思謹明され澱ときには三人丈け
1200din・（30sol・）の責を負ひ、他の者の内三人は600din・（15
soL）の責を負ふ（Lex　SaL43§3）。五人乃至七人の宴會に於て
殺人あうたるときには、全員で身代金を醸金するか叉は犯人を
引渡すべきである（同條§1）。然し八人以上なるときは一般の
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規定に從つて庭理せられる（同條§2）。殺害それ自膿が特殊な
る方法を以て行はれたのでなくとも、犯行後犯跡を晦ます爲に、
屍膿を泉水巾に其他水巾に投入し、叉は樹枝其他の物膿にて隙
蔽すれば、24000din．（600sol。）の身代金が登生する（Lex　SaL
41§2）。若し被害者が婦人なるか王奴なるときには、斯くする
ことによつて72000dil1．（1800soL）の身代金が登生する。但
し隠蔽物が樹皮その他殻の如きものなるときは600soLブ～るの
み（同條§4）。
　：Lex　Salic＆の増補（Novellae）を見るに、身代金の額、その受
領者等に於て多少の礎遷を示してゐる。農奴たる・一マ人も自
由人たる・一マ人と同額の100soLとなウ（N帆II，1§2）、王
奴その他の奴碑拉に解放自由人の身代金も同額となつた（同條
§1〉。被害者が他人有の牌女であウ加害者奴なるときには、・碑
の債格の外に奴は600dil1．（15soL）の責あうとせられ、被害
者が豚追ひ、職人等たウし場合も同様に扱はれ、輩なる勢役者
叉は劣等なる非自由人プ～る揚合には600din。（15sol．）の責あ
るのみとせられて、奴の違法行爲能力が或程度認めらる＼に至
つた（N（現11，5）。これは奴に財産保有能力が認めらる＼に至
つた結果である。
　身代金受領者に關しても多少憂化を見た。牛額を息子達が受
領することは前と同じ。残る牛額の内、牛分を妻が受け他の牛
分を父系の三人母系の三人の最近親者が受領する。妻なきとき
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にはその分をも合せてこれ等の親族が受領する。これ等の最近
親者の間に於ては、　その内の最近親者が先づ三分之二を取ウ、
次の者が残鯨の三分之二を取う、第三の者がその残蝕を取るの
であつた（Nov。V，3）。
　未途犯庭遇に關しても墾更があり、自由人が他人を泉・濠其
他へ殺害の意思で突き落せば、たとへ被害者生還するも加害者
は200so1．の責あムとせられた（Nov．VI，3）。脾女から胎兄を’
死産せしむるに至つブ～場合6場801。1dil1．の責あウとせられ、
その碑女が主人の備品室や納戸を掌つて居る者であつた揚合に
は200sol．1din・の責を犯人は科せられるのである（Nov，Iv，3
§10，§11）。自由人たる妊婦を拳叉は足で腹叉は背を歴し因つ
て胎兄を死に致せば200so1・の責あう（Nov．iV，3§4）、胎見
が死産せられ＼ば600so1・（同條§5）、妊婦が因つて死亡すれ
ば900soL（同條§6）、國王の保護下に在る者ならば1200so1．
（同條§7）、胎見が女ためしときは2400sol．（同條§8）とせら
れた。・一マ婦人、牛自由婦人、公碑ためしときは牛額とせら
れた（同條§9）。殺人後隠匿の目的で屍膿を焼却したる者は
600soLの責を負はしめられ、從者（antruseione）ブ～る身分を有
する者叉はか」る身分の女を殺害して焼却しプ～る者は800sol．
の責を負はしめられた（Nov。V，5§§1－2）。
　犯人知れざる屍膿の庭置に關してNove11aeは特別の規定を
設けた。人が二荘園問で殺されてゐたときには、裁判官たるべ
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き（葺augraf又はGI就は角笛を吹鳴らし、屍膿を見知れる人が
來れば、死者の親族に直ちに報知する。見知れる人が無ければ
附近の者を集めて五本足の高き皇を設けて屍膿を載せ、Graf
は、それを七日間降してはなら顧事、次の裁到期日にはそれ等
の人々は裁到に出頭すべき事を宣言する。宣言を受けた人々は
若し身分高き者たるときは四十日以内に65人の宣誓補助者と
共に宣誓して身の潔自を申立て得る。身分高からざる者なると
きは15人の宣誓補助者と共にする宣誓を以て免れ得る。四十
日以内に之を果さ澱ときは、それ等の者が身代金を負捲すべき
こと㌧なるのである（Nov．IV，1）。
　Capitulatio　de　partibus嵐xoni乱eに至ると、それがザクセン
人に封する威嚇的目的を有した右し性質上、殆んど凡ての犯行
に封し死刑を以て臨み、身代金叉は瞭罪金を以て解決すべきも
のは僅少であった。主人叉は女主人を殺しブ～る者は死刑（Cdp
S．13）、Gaugrafを殺し叉は殺す事を教唆したる者の財産は杢
部國王に没牧せらるべしと規定しブ～（（ldpS・30）。又火葬を行ひ
たる者はそれのみを以て死刑とせられた（（ldl）S．7）。
　Lex　Saxollumに至ると規定は可なめ詳細となつたが、身代
金にて賠罪するを許さ里る（實刑を作ふ）違法行爲の種類は相當
に多く認められてゐる。フランク王國を顛覆せんとして謀叛せ
る者、國王叉はその息子の生命を奪はんとせる者は死刑（Lex
Sax・24）、主人を殺したる者は死刑（Lex　Sax．25）、主人の息子
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を殺したる者、主人の娘・妻・母を凌辱したる者は主人の意思
に從つて死刑（Lex　Sax．26）、教會内で人を殺さば死刑（1・ex
Sax．21）、復讐に當つて其者の家の中にて殺せば死刑（：Lex融x・
27）等の規定は、その主なるものである。これ等の封象これ等
の方法を除けば、殺人も膿罪することが許されてゐプ～。例へば
貴族が殺されたときは身代金として1440soL外に和解金（1）でe－
mium）として120sol．が支沸はれる（Lex　Sax．14〉。但し婦人
にして妊娠可能の者たるときは特に倍額が支排はれる（Lex・
Sax．15）。孚自由人が殺されブ～るとき身代金は120sol．である
が、此場合には大シリングによつて支排はれる（：Lex　Sax。16）。
即ち、一般の殺害に際しての身代金は小シリングと爾する2
trem．issesのもの（十二ニケ月の牛に等僚）であるが、1比場・合に限
つて大シリングと稻する3tremissesのもの（十六ケ月の牛に
等憤）によつて支梯はれるのである（：Lex　Sax．66）。從つて實
質上は120soL×碁＝180sol．となる。
　非自由人虹に牛自由人が人を殺しプ～る場合に關してLex
Saxol！umは特則を置いプ～。非自由人たる奴（serVlls）が主人に關
係なく殺人を行ひたるときには、主人は奴に代つて身代金を提
供せねばならなv・（Lex　Sax．51）。奴が犯行後逃亡して爾後主人
が登見し得ざるときはその責を冤れる。然し被害者側にて主人
がその犯行に關與せるものとして之を責めれば、主人は十一人
と共にする宣誓を以て之を免れる方法を探るべきであつた（Lex
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鉱x．52）。一旦逃亡したる奴が再び蹄來して從來の主人の許に
入6たるときには主人が身代金を提供すべきこと＼なること言
ふ迄もない（Lex　Sax・53）。主人の命令で奴が犯行を爲しプ～る
揚合に關しては、他人の妻の略取の如き特別の明文は無いが、
上述により勿論解繹が成立する。非自由人ブ～る奴碑（servus）が
殺された場合に關しても1・ex　SaxollUmは特に規定を置いブ～。
貴族によつて殺されたるときは貴族は三人と共に宣誓して身の
潔自を謹するか叉は36so1．を支梯はねばならず、自由人叉は
孚自由人によつて殺されたるときは彼等は完全宣誓即ち十二人
を以てする宣誓（註一）によつて身の潔自を謹明せねばならない
（Lex　Sax・17）。牛自由人が主人の命令又は教唆によつて殺人を
行ひたる場合に關しては特則が置かれ、か＼る嫌疑を蒙めたる
ときは主人は自己が全く犯行と無關係なることを十一人と共に
宣誓を行ひその牛自由人を放逐して責を免れべきである。若し
之を保有すれば主人は復讐を甘んじて受くるか叉は身代金を支
沸はねばならの。前の揚合に於て放逐せられた牛自由人拉にそ
の親族七人が身代金負捲者とせられた（Lex　Sax・18）。
（註一）　Brullner：ibi（1・II，S・38壬・
　暗殺に關しても：Lex　Saxol1Umは特則を置き、一般の身代金
の外になほ八倍の贈罪が要求せられ、然らずんば彼とその息子
とは復讐の封象とならねばならなかつた。一般の身代金は三分
之二を本人が三分之一を犯人の親族が負澹するが、八倍の購罪
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金は本人が之を負櫓せねばならない。前者を親族に負罐せしむ
るのは、恐らく相戒めて事前登見を爲さしむる意味を有したの
であらう。
　死亡の結果の生ずるを侯たず、その結果の生ずべき行爲完成
によつて直ちに成立する違法行爲として、認められたるものが
二種ある。人を掴んで水中に投入したる者は120sol。の購罪金
を出すか、叉は十一人の宣誓補助者と共にする宣誓を以て責を
冤れねばならの（：Lex愚X。10）とするは其一であう、橋・船叉
は岸から人を流水中へ突落して逃走したる者は36sol・を支彿
ふか然らずんば二人の宣誓補助者と共にする宣誓を以て責を冤
る㌧を要す（ILex　Sax・9）とするは其二である。
　無過失殺人とも稻すべき場合に關してもLex融XOIlumは規
定を置いてゐる・伐う倒しブ～木で歴殺されたる者あるときには、
たとへそれが故意に出づると否とを問はず、身代金杢額を以て
伐う倒したる者は願罪すべきであウ（Lex融X．54）、火を放つ
て木を焼く者は、若しその木の倒壊によつて人が厭殺せられム
ば、厭殺が放火後一書夜以内に起めたるときに限う、之を贈罪
する義務がある。然し一書夜を過ぎて起うたる場合には責なき
ものとせられた（Lex融x・55）。こ㌧に今日に於ける相當因果
關係理論に類するものあるを見る。
　Saehsellspiege1に於ては、生來身分に從つて身代金の額が定
つてゐることは既に述べた。（6頁滲照）。注意を牽くことはSsp・
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に於ては上述の諸法と異鉱婦人の身代金額が男性に比して高
からざるのみならず、それはかへつて男よウ低くなつてゐる事
である。妻はその夫の孚額であう、塵女と寡婦とは生來身分に從
つて男の孚額がその身代金とせられてゐる（Ssp・一hlld〕℃chtIII，
45§2）。離別せる婦人も亦同様であらう（註一）。男女を間はずそ
の者が椹利能力喪失者（UIleehto　l食te）なるときには身代金を有
しない（同條§11〉。彼等が殺害せられたるときには刑罰が犯人
に科せらる㌧のみ（同上）。如何なる人々が椹利能力喪失者たる
かはSsP．』肱ndrecht　I，38§！に於て列墨せられて居る。職業
に因るものあう、生來によるものあう、犯罪に基くものがあるG
椹利能力喪失者に非る場合には、たとへ其者が不具者たウし場
合と錐も全額の身代金が登生する。た閲加害者側に於て、被害
者はその不具となりしことによつて既に賠償せられて居り且つ
それに基き後見に附せらる㌧に至つてゐる旨を詮明すれば、そ
の限度に於て減縮する（Sp．一：L翻drecht　II，20§2）。
（註一）　Hirs3h：Sachsenspiegel，1936，S・143，258脚註参照・
　融chsel／spicgelは年齢1こ關する規定を特に設けた。六十歳を
超ゆれば、本人之を欲すれぱ後見に附することを得るのである
が、後見に附したることによつて身代金の額は減縮しない
（Ssp．一L乏mdreeht　I，42§1）。又小供を死に致す者あらば、その
犯人は小供の生來身分に從つて杢額の身代金を支沸ふ必要があ
め、決して年齢によつての相異は無い（Ssp・一Lan（lrecht　II，傷
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§2）。然し小供が加害者たる揚合には小供は實刑を科せらる＼
ことなく、被害者側にその身代金を梯へば足うる。小供の後見
人に支沸ひの責あるも、若し小供の財産あらばその内よう支沸
ふ（同條§1）。此庭に小供とは十二歳未満の者を指す（註→。
（註一）　Ssp・一：Landrechtは年齢を以てナる能力の匠別に關し四分主義を採り、＋
　　二r歳未満巨Pち　binnen　s全nen　j乱ren　の者は：kint　と稗せ・られ・、　二十一歳未｝繭
　　（binnen　sfnentagen）の者と】旺別せちれ’てゐる〇二十一歳に達したる者（die
　　manZUS↑nent8genkomen）を成年者と稽すれば、未満の者は青年と欝す
　　べきであらふ。成年を超ゆるに至りたる（boven　s量ne　tage　comen）者帥ち
　　六十歳を過ぎたる者は成年：者と匠別せちれ、やX青年に類する取扱を受けるo
　　Ssp・一Landrecht　Iン42§1等滲照。女子は年齢に拘はらず寧ろ小供に似たる
　　取扱を受り’る○同上1745§11111，45§3等滲照o
　Sachsellspiegelは身代金の支沸期日其他に關し規定を設け
疫。身代金はその登生の時よ蚕遅くも十二週問以内に支柳はる
べく、権利者に最も便利な場所に於て爲さるべきである。支梯
は其地に通用する銀叉は銭を以てせらるべきであ鉱若し然る
ときには、権利者は之が受領を拒絶することを得ない。支排期
日を特に約定し、而もその期日以前に提供あめたる場合亦然う
（Ssp。一1・andrecht　I，65§41111，40§§1－4・〉。　？去定の如き提4共
あうたるに債権者の不滲其他によつて受領遅滞あウたる場合に
は、債椹者はその日に受領する利盆を失ふのみであつて、債椹
それ自膿を失ふといふ事は無い（Ssp』Landreeht　II，11§3）。債
務者が複藪なるときには各自は負澹部分を支沸ふべく、叉共同
債務者の内に支彿はざる者あるときは代つて杢額に満つる迄支
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沸ふことを要する。此場合に支梯ひたる者は代つて債権者とな
る（Ssp。一Landrecht　III，85§1〉。債務の支彿不能なるときは保
謹人を立て猶豫を乞ふべく、若し保讃人を立て得ざるときには
裁到官は債務者の身膿を債権者に交付する。債椹者は枷をかけ
て縛して置くことも、勢働せしむることも自由である。食事と
勢働とは家僕なみに待遇すべく、それ以上に苦しめることは禁
止せられる（Ssp・一1・蹴drech七III，39§1〉。況んや之を殺すこと
は許され澱。債務者が逃亡するも債務は免責せられず、債務者
の身膿は常に支抑の憺保物である（同條§2）。債務は相績せら
る＼も相績人は相績財産中の動産の限度に於て責任を負ふのみ
である（S8P．一Lalldreehtl，6§9）O
　Ssp．に於ては殺人が行はれても場合によつては身代金を登生
しない。否、身代金を登生するは寧ろ過失犯（SSp・一Lalldreeht
II，38）又は緊急避難の場合（Sgp．一Lalldreeht　II，14§11§2）、
動物の爲せる殺人（Ssp．一Lal！dred】t　H，40§1）に限られ、故意
犯は實刑を科せられ叉は特に個々の揚合に定められる示談金
（駈hllegeld）によるのがSachsenspiegelの方針であつた（註一）。
即ち、秘密殺人・放火殺人（Ssl）．一Lalldrecllt　II，13§4）、家來
による主君の殺害、主君による家來の殺害（SSl）。一hl！drech七m，
84§2）、創傷を件ふ殺害虹に打撃・衝撃・投郷の方法による殺
害等には死刑が科せられて居る。然し人を殺して而も死刑が科
せられず身代金をも冤れる揚合があることをSachsellspiegelは
28 濁逸中世の損害賠償制度
認めてゐる。その一は殺害が窃盗叉は張盗を爲さんとする者に
封して犯行に際し行はれたる揚合であつて、この場合には特に
死者を服罪せしむる手績を履むことを要する。七人宣誓又は死
者に封する決闘の申出による。死者の親族は、死者を代表して
渕劃し得る（Ssp。一Landreeht　I，G4169）。その二は軍なる殴打
叉は輕微なる傷害を受けたる者が一周年以内に訴を提起せず而
も途に一周年後に至うそれが原因にて死亡したる揚合であゆ、
この際には死者の相績人は何等の身代金債権も叉賄罪金債権も
獲得しない（Ssp．一1・alldreeht　III，31§3）。
（註一）R・His＝ibid．97。
　身代金制の慮用せらる＼揚合の一として、訴訟績行に際して
の出頭の澹保として提供する金額は被告人の法定身代金額を以
て足6るとの規定があム（Ssp』Landrecht　III，12§2）、ブ～とへ
訴が藪多くその被告人に封して爲されてゐる揚合でも亦然うと
せられる（同上）。從つて特に保謹人を立つることを要しない
（同上）。か＼る場合に身代金を以てせず保讃人を以てすること
も出來る。そのとき期日に至う保謹人が被告人をして出頭せし
め得澱ときには、彼は被告人の身代金の額に相當する金額を粗
手方に支梯ふ義務がある（Ssp・一1・alldrecht　I，65§3）。
　Lex　Sa／．がその第九條第一項拉に第三項に於て、若し他人の
家畜を傷害し而も自自したる場合には、その全債額を賠償して
傷害せられたる家畜を受くと定め、實損賠償的規定を置くに反
二　身　　　代　　　金 29
して、S轟dlsmspiegel　lよ定額を以て賠償すべきものとし、身代
金σ）名に於てその額を法定してゐる。難の身代金は牛プフェニ
ヒ、i家鴉は同額、鷲、鳥は一プフェニヒであるが、卵孚卵中の難虹に
鷲鳥は三プフェニヒであゆ、囮鴨も同額とせられる（Ssp．一：Lalld－
reeht　I賦騒§1）。乳児期の仔豚拉に仔山羊の身代金は三プフェ
ニヒ、猫も同額。仔羊のは四プフェニヒ、仔牛のは六プフェニヒc
乳兜期の仔馬は一シリング、番犬も同額。牧羊犬のは三シリン
グ、牡豚蛇に一年以上の豚のも同額。牛の身代金は四シリング
であう、仔豚を孕んで居ウ叉は授乳中の牝豚、成長し切つプ～牡
豚、蛇に櫨馬の身代金は五シリング。駅馬のそれは八シリン
グ、挽牛就に仔馬の竜同額。完全に勢働せしめ得る其他の馬の
は十ニシリング、未だその域に達せざるもσ）は年齢に比例して
定まる。奉仕用の乗馬の身代金は一ポンドとせられてゐる（同
上）。騎士の馬、上馬、婦人用馬拉に痔身馬は上述のものよう除
外せられ、肥飼豚も除外せられ、これ等レ）ものに就ては實損を
以て賠償せらるべきこと＼定められてゐるし同條§2）。
　崩p・は叉その肉が食用に供し得る家畜と然らざるものとに分
ち、前者を故意に叉は故意に非ずして殺したる者は身代金を以
て賠償せねばならのが、被害者は被害家畜を保有するが故に特
に附加的賠罪金を要求することを得ない（Ssp』Landreeht　III，
48§1）。食用に供し得ざる家畜を殺す者は家畜の身代金に購罪
金を添へて賠償すべきであ飢足一本を不具にしたるとき亦然
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ウとせられる（同條§2）。但しそれが故意に因らざウしことを
加害者が誓へば、順罪金は免除せられる（同條§3）。又殺害が
正當防衛に出でたるときには身代金を支排ふ必要はないのであ
るが、その揚合にはその旨聖物にかけて誓はねぱならなかつた
（同條§4）。
三腰罪金1其一一、 3ユ
購＝? 罪 金（其一）
　狭義の聴罪金もそσ）内容は多岐に亘外人の身膿傷害、姦淫、
自由の侵害、殊に略取誘拐、罵署等を初として、張盗・篇盗等
の盗犯並に放火による叉は殿棄による財産侵犯によつて、叉は
約束違背によつてそれは登生し、そして其額を異にする。本節
に於ては人に關するもの』大要を述べ、次節に於て物に關する
ものを、然る後にその他のものを説くこと』する。
　先づ人の身膿傷害の揚合を見るに、　L←x　s面m以來　Lex
嵐X侃Um　に至る迄は侵害方法叉は被害部位等の異るに從ひ特
に金額が定められて1，号るのであるが、Sachsel1Sl）iege1に至ると
多く身代金の額を某準として分藪的藪字を以て定められてゐ
るo　L（ぺS之磁膿は輩に手屋蚤拳を以て殿打せる揚合、一撃ならば
3solidOS三撃以上ならば9solidOS即ち31；⇔dillal’iOSの賠罪
金が登生する旨を定めてゐる（ILex　SaL17§8〉。進んで、自由
人が自由人を棒にて殴打せる揚合にも同上の膿罪金が登生する
旨を定める（同條§6）。但し出血あらば匁物による傷害と同様
繍0（Iill．（15s噸）L〉の責がある。（同條§7）。匁物による傷害に
よ参地面に血が注ぐ程度に至れば同」二の責があ奴同條§5〉、内
臓に至る傷を與へたる者は1200dil・．（30s・L）の外に治療費と
して5S・1・の責がある（同條§4）。頭蓋骨の現はれる程度の傷
を典へたる揚合亦同じ（同條§3）。被害部位を基準として手・
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足・II艮・耳・鼻を・切蜥せるときは1笹000diIL（100sol．）とし
（Lex　S～もL29§1）、　これ等のものが切取られざるときは2500
di1L（6場soL）とする（同條§2）。手虹に足の栂指を切噺せる
場合には2000din．（5f）sd．）とし（同條§3）、それが切取られ
ざるときは120〔）dill．（3（l　soL）とする（同條§4）。これ等は言
ふ迄もなく一般自由人につき規定せられて居るのであ鉱從つ
て手足等の聴罪金の額は身代金の孚額に該當してゐる（Lex
SaL41§1滲照）。
　L（、x　SalicaのNovellaeに至ると之に種々なる定が加はつたσ
ザリ・フランク人がザリ・フランク人を去勢すれば200sol．郎
ち身代金と同額の聴罪金と9sol．の治療費との責があめ（Nov・
V，6§1）、從者（ant1’ustione）たる身分を有する者を去勢すれ
ば600s・1．の顛罪金と9s・1．の治療費との責があつプ～（同條
§2）。叉、女児の髪を親族の同意なくして剃れば4000dil1・（100
sol．）の責あウ（Nov．1，4§2）、長髪の男見の髪を親族の同意な
くして剃れば1800dill．（45s・1．）の責がある（同條§1）。女の
髪の元結を切つて髪が肩にか＼るやうにすれば3脇ol・の責あ
う（N・vコV，3§2）、女の冠物を髪から解き放ちたる者は15
soLの責がある（同條§1）。以上は加害者が自由人の場合であ
ウ、若し非自由人プ～るときには之と異る。即ち奴が自由人たる
女を押し叉は髪を解きたる揚合には、手の切断刑か叉は15soL
の賠罪金を命ぜられる（同條§3）。
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　Capitulatio　de　l》artibus　Saxonjae立立ζこ（雲LpituLM・e　Saxo】lieuIl■
には身膿傷害に關する規定は見當らないが、Lex融x（川Umに
至ると特に貴族虹に雫自由人に關して詳細な規定を催いた。f卜
自由人が被害者たるときは凡て貴族に封するもの」十二分之一
の割合とせられる（Lcx細x．16）。貴族の眼の片方叉は耳の片
方を破壊しぬるときは、その購罪金は720sol・であウ、若し壁
方ならば1且鉢oLである（Lex融x・11）。即ち身代金の額と同
じである（Lex融x．14）。鼻を切落したる揚合にも720s｛）L手・
足。睾丸の片方を切断すれば720s・1。墾方ならば1440s砥の
贈罪金とせられる（Lex愚x．11）。これ等のものが切落されず
篭こ其場所に留まつて濫る程度ならば睾丸を除き凡て牛額にて足
るとせられ、多少とも動かし得る揚合には四分之一の額にて足
るとせられた（L（N　S芝W12）。栂指が切噺せられ㌧ば360SoL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フシ切落されなければ180801。小指杢部は24080Lその二節は160
sol．その一節は8⇔8・1。人指指は180s《）Lそしてその一節は各右
の三分之一の額。中指と藥指とは箆O　soLそしてその一節は右
の三分之一の額。足の栂指は手の栂指の孚額、次の三本は手の
中指の孚額、小指は更にそれ，の孚額となつてゐる（Lex融x・13）。
　次に傷害の程度に鷹じて定めらる㌧贈罪金の額を見るに、貴
族を輩に殴打したるに過ぎざるときは30s“1．の責あム、若し
之を否認せんとするときは二人の宣誓補助者と共にする宣誓を
以て爲さねばなら搬（L←x翫x・1）。殴打の結果斑瓢を生じ又は
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腫瘍を生ぜしめたるときは6（l　soLの責あめ、之を否認せんと
すれば五人の宣誓補助者と共にする宣誓を以てせねばなら》a
（L（lx融x・2）。若し出血するに至れば1伽S・1，の責あゆ、之を
否認せんとすれば十…人の宣誓補助者と共にする宣誓を以てせ
ねばなら綴（1・ex　Sax。3）c骨が出るに至つた揚合には180soL
の責があ鉱否認は同上の方法を以て爲され得る（L（・x融x・4）。
骨折の揚合、顔の相好を礎じたる揚合、躯幹・腰部・腕を貫通し
ブ～る揚合には2釦・婦．を支挑ふかヌ．は上述の如き方法を以て否
認すべき義務がある（Lex　SaX、5）。髪毛を掴んで攻撃に出でた
る場合には120副．の責があ鉱否認せんとせば十人の宣誓補
助者と共にする宣誓を以て爲さねばならの（Lex嵐X・7）。着衣
叉は楯を創を以て切めたるに過ぎざる揚合は3G　s砥の責あめ、
否認は二人の宣誓補助者と共にする宣誓を以て爲されねばなら
の（Lex　SaN．6）C　軌れにせよLex融x伽Umに於ては盗罪の
可なう輕微なるものにても死刑を科する定を爲す一方、人命・
身膿而も貴族のそれを侵害してもなほ購罪を許すと定めて居る
ことは、大いに注目すべき事象で亥）る。
　S鉱ellsellspiogdに於てはその規定の方法に格段の進歩を見
せ、身膿傷害の場合に關しては特に一々藪字を以て定めず身代
金に蜀する分藪的割合を以て定めたる一方、なほ他方に於て内
容に關しLex　S之㌔x《mUmと根本的に相違を廉してゐる。但し、
身膿傷害に關せざる一般聴罪金に就ては直接に金額を以て定め
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られてゐることを注意すべきである。唯それが生來身分に從つ
て定まつてゐることは共通してゐる　（SSp．一L之mdreeht　II，鶴
§3）。又一つの傷害に封しては教唆・需助等を原因とする揚合
は格別、一般には一人よめ多くを訴へることを許さない（SsP．一
LまmdrochtIII，4G§2）。
　先づ手・足・眼・鼻。耳拉に男の陽物の外に、口と舌とが加
へられ、これ等が不具化せられ＼ば、その軌れが不具化せられ
たる揚合たるを間はず身代金の牛額を以て賠償をせらるべきで
あるとする（Ss1）．一L～m｛h℃cht　II，16§5）。一本…本の指虹に足
アシユビ
の趾は身代金額の十分之一を以て賠罪せらるべきである（同條
§6）。眼の嬰方が耳の壁方が、其他手足等の壁方が同時に傷害
せられても所定の額の二倍となることはなく、常に身代金額の
孚額を以て贈罪せられる（同條§7）。手及び足、眼と耳と手等
の各部位に亘るとき亦同じ（同上）。然しながら傷害が異時なる
とき、換言すれば不具者を更に傷害したる場合には、完杢なる
身謄を傷害したる場合と同様、身代金の孚額にて賠罪せらるべ
きである（同上）。傷害の個所が同一部位たもしときと錐も同様
である（同條§9）。加害者は然しその部位に封しては嘗て賠罪
せられぬることある旨を謹明してその責を免れおことが出來る
（SsP．一L我ndrechもH，16§9120§2）C殿打のみにて傷害に及ば
ざる場合には、上述と異り一般の賠罪金が支彿はれるのである
（SsP．一L撮油鳶（・（・1…1コ（喋8）駐司C
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（註一）　60頁以下参照。
　こ＼に注意すべきは、これ等の身膿傷害に關する賠罪金も、
被害者之を受くることを拒まざるときに限め授受され得たので
あう、被害者側にて要求すれば、他人を不具にし叉は傷害しプ～
る者は、その手を切断せられねばならなかつプ～（Ssp．一La温recht
II，！6§2）。然し若し通常の訴訟手績によつて服罪せしめられ
たのでなく、決闘によつて服罪せしめられたる揚合には死刑を
受けねばならなかつブ～（同上）駐一）。但し、傷害に及ばざる程度
に於て殴打又はむしわ合が行はれたるときは、實刑は科せられ
ず賠罪金が科せらる㌧のみなることは嘗て述べたる通ウである
（Ssp．一Lalldrecht　III，37　§1）（註二）。
（註一）決闘の方法拉に手綾に關しては　Ssp．一1。alldrecht　I，63§§1一一5ボ詳細
　　に規定してゐる。其他にも規定多し。
（註二）35頁参看。
　家畜の爲せる人膿傷害に關してSad・8ellspiegelは特則を置
いてゐる。召使叉は雇人の監視の下に在ウたる家畜が人を傷害
しぬる場合には共監硯人が傷害の責を負ふべきであるが、若し
責任者逃走すれば被害者側は加害動物を留置し、祈有者をして
賠償せしめる。所有者はその動物の債額の限度に於て賠償する
か、叉はその家畜を樋棄すべきである（SSp．一L～mdredlt　II，40
§4〉。家畜が放牧せられて監覗人なきに際して人を不具にしブ～
る場合には、所有者は唯加害家畜の身代金叉はその復額の限度
に於て責を負へば足ウ（同條§！〉、若し欲すればその家畜を拠
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棄して全然責を免れることも出來る（同條§2）。
　身膿傷害に關する説明を終つて姦淫に關するものに移る。
Lexs挑limは張姦・和姦の饗方を認めてノ勘、自由人と自由人、
自由人と非自由人たる脾女、非自由人たる奴と自由人、非自由人
と非自由人とに旺別して定められてゐる。但し妻たる身分を有
すると否とを匝別してゐない。自由人たる女を自由人が強姦す
れば蹟罪金は2500dh1．（6堪soL）とせられ（Lex　S翫1．13§4125
§1〉、和姦すれば180（｝di11。（45soL）とせられる（25§2）。自由
人が非自由人たる碑女を犯したるときは600dil／．（15so1．）、若し
その興女が王碑プ～るときには倍額1200diIL（30soL）の責あウ
とせられる（同條§31§4）。これは秘かに行ひたる揚合であう公
然と之を行へばその自由人は自由を喪失して奴となる（同條
§5）。自由人たる女が非自由人たる奴と婚すれば同様にその女
は自由を喪失して碑女となる（同條§6〉。随從して去れる揚合
亦同じ（Lex　S＆L13§8）。非自由人たる奴が非自由人たる碑女
を犯しその結果死亡せしめたるときは、奴の所有者は碑女の所
有者に封して魏女の債額を支沸ふべく、その他に奴自身は碑女
の斯有者に240（lilL（6soL）を支梯ふことを要する。若し支彿
はざればその奴は去勢せられる（1・ex　S＆L25§7）。若し死に至
らざウし揚合には120dil1．（3sol．）を碑女の主人に奴は支彿、ム
か然らずんば碑女の主人よめその背に三百の筈打を受けねばな
らぬ（同條§8）。
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　L←x　S亀もlie之LのN。vell之もeは自由人ブ～る女が非自由人たる奴と
婚することを責めて、女は雫和喪失とせられその財産は凡て國
庫に蹄属すべきものとしブ～（N（・v。III，1§1〉。李和喪失は死刑
に準ずるものであう、食物を典へ宿泊せしむることは一般に禁
止せられて屑鉱若し之を侵せば親族ためとも　15醐．の罰金
を科せられる（同條§2）。こ㌧にL（’x　sali爆の規定の一段と強化
せられたることを看取し得る。從つて女の親族に當る者の誰か
讐女を殺しても他の親族蜘こ國庫はその罪を問ふことなく（同
上）、その奴は最も重き刑罰たる車裂の刑に庭せられる（同上）。
君：し徒窯を組んで或揚所に赴き叉は途中を擁して暴力を以て婦
人叉は少女を姦すれば、一人かると多数たるとを問ばず蜘s（・L
の責が凌）る。立會ひたる者は自ら姦せずと錐も各40s・Lの責
がある（Nov，V．7）。2〔）曝oLは言－ζ迄もなく一般自山人の身代
金の額である（Lex　S乱41§1）c
　L戟S狐Olmn！に至る迄のものには特に姦淫に關しての定が
置かれてゐないo唯（｛apiUllat1‘）de　Pとu・tiblls　Saxolliaeの第二：十
條に、禁止せられ許可せられざる婚姻を爲しぬる者は、其者貴族
ならば60sol。自由人ならば31レs・1！卜自由人ならば15soLの
賊罪金の責あめとせらる＼のみ。S～し（・hsel！SpiegeUこ至ると、配
偶者なき者の和姦は庭罰せられず叉賠罪金の定もなく、姦逓虹
に張姦は凡て實刑殊に死刑を以て臨まれてゐる。被害者が他人
の妻ブ～ると然らざる揚合とは之を問はない（SSl），一hm（h・（｝ehtII，
笠　勲　　罪　　　金　（其一一一 39
13§5）。流浪女（淫貞婦）たるとき、椛利能力喪失者たるとき亦
然う（醜レ。一L匙u油●e（温HL45§111超§1）。張姦に用ひられ
たる建物は凡て破却せらるべく、共庭に1、i｝合せたる凡ての生き
物は首を刎ねらるべきものとせられる　（SSp．一Land・℃ellt　HI，1
§1〉。建物の、所有者は裁到期日に出頭して反駁し得るが、之を
過ぐれば爲し得ない。蚕皮去口は賠償を作はない（、同、聖の。
　略取誘拐は自由人に凋するものと非ド1山人に劃するものとに
分たれ、非自由人を略取誘拐することは寧ろ次節に於て盗罪の
…種として論ずることが理論上正しいとは、思ふが、それが外貌
上1擦1人と同…なる爲に、之を自由人と…括して此庭に論じや
うと思メ、，1、山人を略取誘拐することは更に被略取誘拐者が他
人の妻たるか否かを標準として匠別せられる。
　L（・x編i幅はr柚人（男・女）を略取して責却したるときには
8“1職1鼠12“躰1幻の責あうとし（註一）、若し之を免れんとせば
殺人の揚合と同…の方法によ蚕宣誓補助者を用ひてその主張を
爲すべしとする（Lex　S庶39§2）。他人の妻をその配偶者の生
存中略取したる者留同額の責あめとせられる（Lox　SaL15）。但
し他人の配偶者を略取して婚姻を爲せる者は唯2500din・（6塔
耐。）の責あウとせらる㌧のみ（LexSalユ3§10〉。略取がローマ
人に封して行はれたるときは婚せずと錐も責は％00dill，（6怨
s“bに止まる（LexSと“．39§3）oLexS芝“leaのNOvellaeも他
人の妻をその配偶者の生存中略取したる者の責に關し、從來と
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杢く同一内容の規定を特に置いた（Nov』，17）。Lex　Saxomm
は之を改め、他人の妻を略取しぬる者は女の父に300sol．女の
夫に300soLを支梯ひその外に300801．を以て其女を聴はね
ばなら澱ものとした（Lex　Sax。49）。若し其女が母と共に通行
中たうし揚合にはその上母にも300so1．を支彿ふ必要があつた
（同上）。これを、主人の命令に基いて牛自由人又は非自由人が
行ひたる揚合には、その主人が責を負ふべきことは言ふ迄もな
い（LexSax．50）。
（註一）　帥ち生命侵害に劃する身代金と同額である。
　ついでに考へらるべきは婚姻料の問題である。：Lex　Salica拉
にその：NovellとLeは寡婦に關してのみ規定してゐるが、Lex
融XOlmmは一般の婚姻に關して規定してゐる。妻を要るとき
にはその親族（父母等）　に封して300soLを支彿メ、必要があ
ゆ、親族同意せざるも女同意を爲せば親族に600s・）1。を支佛つ
て之を妻とすることが出來る。然し本人も同意せざるに暴力的
に爲されブ～るときには、親族に300s・1．本人に240soI・を支拗
つた上、女を返還せねばならぬものとされた（Lex愚x．40）。寡
婦に關しては1・exS乏、lie｛もはその第四十四條に詳細に規定してゐ
る。要領を摘記すれば、寡婦と婚せんとする：者は豫め　Thillg－
1’ichterとZentgl就の面前に來て一定の手績を経て3soL1《1il／．
を受領権利者に提供せねばならない（Lex　Sal．製§11§3）。若
し之を怠ればその者は2500din・（6堰s砿）の責あウとせられ
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る（同條§2）。　受領権利者は（1）姉妹の息子達の中の年長者、
か㌧る者無ければ（2）姪の息子達の中の年長者．次に（3）母系
の從姉妹の息子、（4）母の兄弟、（、5）夫の兄弟にして相績人た
らざる者、（6）これ等の者無きときは第六親等迄の最近親者の
順である（同條§§4一一9）。これ等の者杢部無きときは國庫に蹄
属する（同條§10〉。そのN・）veII＆eは大分趣の異る規定を設け、
再婚せんとする寡婦の側よう寡婦が嘗て亡夫よう受けたるもの
＼内よめ亡夫の親族に離別料を支挑ふ事を定めた。寡婦と婚せ
んとする相手方ではない。寡婦は、若し前夫よ6受けたる婚姻
贈與が25sol．な参しときはその内3㈹Lを、若し62卦輸Lな
うしときには6Sol．を、離別料として亡夫の父母に、父母なけ
れば兄弟に、兄弟なければ長兄の息子に與ふべく、か㌧る者も
なきときは國庫に代つて（1弄raf叉はG翻9uもfが之を受領するこ
と＼せられた（N（》v』HI，3）。九人の立會人の面前にて一定の方
式に從へる文言を述べ、自分が實家よウ婚家に齎した物を遺し
て行くこと、離別料を支排ひたる事を宣言して、婚姻贈與の三
分之二を携へて再婚する（同上）。若し此方式を履まぬと此三分
之二のものを失ふ外にG場soLを國庫に納付すべきものであつ
た（同上）。Lex融Xり照m　lよ再び、寡婦を嬰らんとする男の側よ
ウする支彿を規定してゐる。即ち彼は寡婦の後見人たる寡婦の
息子・亡夫の兄弟・亡夫の最近親男子に封して、代金（300soL
ならん）を提供し、若し後見人が同意せざるときは他の親族に
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3⇔O　soLを託して後見人に渡さんことを乞ひ、その者の同意を
以で後見人の同意に代へることを得るものとしプ～（L（・xSax．43）。
ヅェンデン女の支彿メ、婚姻料は上述のものと異ゲト肖由人ぬる
立揚に於て主君に支拗ふので渉）つた　（SSP．一Lam撤・（・琳　田，73
§3）。
　扱て立戻つて…般の婦女に封する略取誘拐を見るに、L眠
8ali餓は、若し三人の男が共に白山人たる婦女を略取すれば各
人30sol．の責あう、それ以上の人藪なるときは超ゆる者一人毎
に5s・Lの責あめ、若し箭を持墾して傍に在めたる者（』見張人）
1は各3sol。の責あウとせられる（LeN　S乱13§§1－3〉。錠のか曳
る室叉は機織小屋から略取せられ㌧ばその償額と訴訟費用とが
支拗はれる（同條§5）。特に國王の保護の下に在る娘が略取せら
れ＼ば不和金として25乾）O　dil1．（6場sol。）が國王に支彿はれる（同
條§6）。以、Lは1加害：者自由人ブとる揚・合・であるカ；、若し！卜自山人
又は王奴が自由人たる婦女を略取すればその者は死刑に庭せら
れた（同條§7）。叉他人の卿女を自由人が妻とすれば非自山人
となるの外なく（同條§9）、その」二12｛川d虹（調s（，1』）の責があ
る。同時に債額賠償拉に拒絶賠罪金の責があつた。奴を盗める
場合亦同じ（Lex　S温1り§転31）§1）。か㌧る揚イ｝に奴脾が主人
の物を持去れば奴魏の代偵、物の代偵の外に（ll川d庶σ5曲1．／
の責を犯人たる自由人は負はしめられた（Lex　saL川§2）。奴が
脾を張制的に連れ去れば、奴は魏の主人に121川祉ぐ3S砿）を支
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彿ふ責がある（Lex　s紘25§9）。略取に非ずして之と同一の経
濟的苦痛をその主人に典へるものに解放がある。他人の！ド自山
人を、國王の面前でdlmもpiOの方法でその主人の意に反して解
放を爲せる：者は、4㈹O　dilL！lOl）S〔》L）を支捌1ふの外、李rl由人の
財産を主人に返還せねばならない（LへSaL2G§1）。叉それが
奴蝉に欝して行はれたる揚合には奴脾の偵額の外に14（ll）dill．
（35sol。）の責ありとせられた（同條§2〉。
　略取に非ずして一時的に他人の自由を束縛するものとして下
記の如きものが認められてゐブ～。1其一・は捕縛であう、理由なく
して自由人を捕縛したる者は121）f）（1虹（30sし｝1．）の責があゆ
（1・ex＄a1．32§1〉、之を他所に連れ行きたる者は181）0←153・1・）
の責あめとせられた伺條§2）。捕縛に至らずと錐も相手方が
白由人たる婦人ぬらば予。指・腕に鯛れたるのみにて（蜘d軌
（15sol・）の責あウとせられσ・ex　Sal・2（）§1）、若し腕を押へれ
ば1200dil1．（30s・1．〉の責あウ（同條§2）、肘に手をかければ
1400dilL（35s・1。）の責あうとせられぬ（同條§3）。又通路閉塞
を行へば被害者自由人たる男子なるときは600dill。（15sol。）の
責あ鉱婦人ならば1800d軌（絡s・1・）の責あめとせられた。
押し戻しプ～るとき亦同じ（Lex　SaL31§§1－2）。
　入の肉膿に封しては何等の侵害を加へなくとも、人の精紳に
封して重大な侵害を典ふるものとして、疾くよム罵署は違法行
爲とせられ、それに卦し贈罪金が定められて居る。行爲が第三
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者の面前に於て行はれたると否とを間はない。他人を魔法使と
罵れる者は2500din．（6場sol．）の責あう（Lex　S誠64§1）、自
由人たる女を魔女と罵れる者はその三倍即ち187静ol．の責あ
めとせられる（同條§2）。　自由人たる女を娼婦と罵れる者は、
若しそれが事實たらざうしときは1800din。（45sol。）の責あウ
（Lex　Sa1，30§3）、他人を密告者又は偽謹者と罵れる者は、若
しそれが讃明せられざるときは600din・（15s〔）1・）の責あう（同
條§7）、他人を女蕩し又は糞野郎と罵れる者は120di11。（3so！・）
の責あめ（同條§転§2）、他人を狐叉は鬼と罵れる者も同額の
責あウ（同條§41§5）、他人が楯を拠つたと各め而もそれが謹
明せられざるときも同額の責あムとせられた（同條§6）。Saeh－
Sellspiege1に至れば、唯、虚言者として非難せられたる者はそ
の生來身分に慮じて顛罪金の支排を受くる旨の規定あるのみ
（SSP・一Landreeht　II，16§8〉。生來身分に鷹じての賠罪金とは次
節に述ぶる所のものであつて、身燈傷害等に關するものではな
い（註一）。ブ～駅自分の法定の賠罪金を受くることを法廷で拒絶
し凌る者は爾後杢然贈罪金を請求する椹利を失ふ旨の規定は
（Ssp．一L蹴dreehもII，6§1）、軌れの種類の賠罪金にも共通して
適用あめしものと考ふべきである。
（註一）60頁以下滲照。
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　　　　　四購 罪金（其二）
　財産に封する侵害行爲の王座を占むるものは言ふ迄もなく盗
犯であ鉱それは張取篇取に分たれる。其他放火、器物殿棄、
狩猿妨害、不法差押等がある。横領、詐欺は盗罪に吸牧せしめ
られる。：Lex　S翫lie乱に於ては、これ等殆ど凡ての揚合に膿罪金
の額が定められ、非自由人に非ざる限凱註一）死刑其他の膿刑を
科せらる＼ことなき建前となつてゐるが、Lex　Saxollumに至
ると放火のみならず（Lex鉱x．38）、馬を盗めば死刑（：LexSax。
29）、2solidosの債値ある四歳牛を夜盗めば死刑（Lex．Sax．34）、
3solidosの債値ある品物を薄暮叉は夜盗めば死刑（：Lex　Sax。
35）、蜂房を中庭よめ盗めば死刑（：Lex　Sax・30〉となつて居ゆ、
實刑主義に移行してゐる。Sachsel18piegelに至るも、盗犯者は
原則として死刑に庭せらる㌧こととなつてゐる（S8p・一1・alldrecht
II，13§1）。唯特殊なる揚合に限つて照罪金を以てすることが
許されてゐるのである。尤も、その場合は可なう多い。
（註一）47頁及48頁参照。
　：Lex　S乱lic翫は強盗と篇盗とを’分ち、前者は比較的簡輩に規定
して居るが後者は詳細を極めてゐる。そして後者には、法定の
購罪金が科せらる㌧の外、常に債額賠償と拒絶賠罪金とが科せ
られてゐる黒占は、重大なる相違である。盗品の債額の極めて僅
なる場合と錐も、夜盗なるときは可なう多額の賠罪金が科せら
46 濁逸中世の損害賠償制度
れた。以下これ等を分説すること＼する。唯特に註記せざる限
ウそれは自由人の犯行に關するものたることを留意すべきであ
るo
　一般に自由人を襲撃して掠奪すれば2500din・（6場sol．）の責
あめとせられるが（Lax　Sal．14§1〉、フランク人が・一一マ人を
掠奪せるときには1200dill・（30sol・）の責あめとせられ（同條
§3）、　逆に・一マ人がザリ・フランク人を掠奪せるときには
2500din・（6場soL）の責あうとせらる（同條§2）。重き地位必
ずしも重き責任を生ずるものではなかつた。他人が手中に保持
する物を奪へば債額賠償の外に1200din．（30soL）の責あめ
（Lex　Sa1．61§1）、又死者よめ暴力を以て掠奪すれば2500din・
（6場soL）の責あウ、他人の賊物を暴力を以て奪へば同額の責あ
りとせられた（同條§2）。他人の所に在う自己の物として主張
しつ＼あるものでも、暴力を以て持去れ・ば1200dil1・（30sol・）
の責あウ（同條§3）、睡眠中の者よう掠奪すれば100so1・の責
あムとせられた（同條3a）。未だ埋葬せざる死膿より掠奪すれば
2500dil1．（6場sol．）、死膿を登掘して掠奪すれば8000din．（200
sol．）の責あウとせられた（Lex　S＆1・55§11§3）。その上、後者
の揚合にはその犯人は卒和喪失者となう、死者の遺族に賠償し
てその遺族によつて彼を再び人間肚會へ入れることが人々に懇
願された時に、漸く李和喪失を苑れることが出來る（同條§2）。
此復蹄以前にはたとへ妻と雛も犯人に食を給し宿泊せしめては
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ならないので、若し之を犯せば600din．（15so1．）の賠罪金に庭
せられた（同上）。
　篇盗が戸外に於て行はれ㌧ば、そして2dillariOSの憤額のも
のを盗めば、犯人自由人たる限め憤額賠償拉に拒絶購罪金の外
に600din．（15so1．）の責あわ（Lex　S我1．11§1）、40dinariosの
ものを盗めば1400din．（35sol．）、それが夜盗たるときは2din・
ためとも1200din．（30sol．）、5dil1．以上に及べば1400dil、（35
sol．）、錠を破ウ又は合鍵を用ひたるときは1800dil1．（45sol．）の
責あウとする（同條§§2－5）。これ等の場合に憤額賠償と拒絶
照罪金の附随すること言ふ迄もない。夜盗なるときは何物をも
得ずして逃走しても1200（li11．（30sol．）の責あるものとせられ
遊（同條§6）。
　若し盗犯者が非自由人たる奴たうしときは、自由人が15sol．
を支沸ふべ：き事件たるに於ては、奴をベンチの上に延ばして置
いてその背に120の筈打を加へる（ILex　S乱L12§1140§1）。
奴之を冤れんとすれば120dil1，（3sol。）を支梯はねばなら霞。
債額賠償と拒絶贈罪金を支沸ふべきこと言ふ迄もない（同上）。
若し主人がこれ等のものを支梯へば奴は答打を冤れる（LexSal．
40§2）。自由人が35sol．を支沸ふべき事件であれば、奴は先
づ120の筈打を受けねばならぬ（同條§3）。　それによつて自
歌すれば、奴は去勢せらる㌧か叉は6sol．を支彿はねばならな
い。主人はそれの債額賠償と拒絶賭罪金とを支沸はねばならな
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い（Lex　Sa1。12§2140§4）。120打つても自状しないので拷
問者が更に拷問を績行せんとせば、その者は奴の主人に憺保を
提供すべく、斯くして拷間せるによう自駅すれば奴は拷間者の
有となう、主人は杢く責を免れ，る（：Lex　Sal．40§4〉。犯人が鯉
女なるときは去勢に代へて240din。（6soL）か叉は240の筈打
を科する（同條§11）。奴が居るに拘はらず拷問の爲に引渡すこ
とを拒めば、原告は直ちに七夜の期限を定めて猶豫する旨を言
ふ（同條§7）。七夜の間に引渡さ戯ときは更に七夜の期限を定め
て引渡を迫る（同條§8）。斯くて十四夜を終るもなほ主人が奴
を引渡さぬときには、その主人は恰も奴が自由人ためしが如く
にその聴罪金を自ら支梯ふ義務を負ふ（同條§9）。奴が居ら澱
ときには、原告は三人の謹人と共に、七日の間に奴を引渡すべき
ことを告知（請求）する。同様にして三同即ち21夜の後になほ引
渡さ澱ときは、上述の如く主人責あること＼なる（同條§10〉。
奴の犯行が、自由人ならば45soLの罰を受くべきものたうし
場合には、自自あらば死刑となつた（同條§5）。
　盗品の種類によつても亦：Lex　Salie乏Lは賠罪金の額を定めて
居るのであるが、それは家畜、船、農作物、垣根その他の物に
及び、又使用盗に及んでゐる。殊に家畜については牛・馬・豚・
羊・山羊・鹿・犬・鷹・鵜鳥・蜜蜂等に分ち、その各々につい
て更に種類を分ち盗取方法によつて匝別を立て詳細を極めてゐ
る。今これ等につきこの順序によって簡軍に述べて見やう。
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　盗まれプ～るものが乳呑の仔牛ならば債額賠償と拒絶賠罪金と
の外に120din・（3soL〉の責あウ（Lex　S島1・3§1〉、一年叉は二
年のものならば同じく600din．（15sol。）の責あう（同條§2）、
成長し切つた牡牛虹に経産の牝牛ならば同じく1400di11．（35
sol・）、群を率ゐる牡牛ならば同じく1800dil1・（45soL）、三村の
牝牛群を率ゐるものならばその三倍の責あうとせられる（同條
§§3－5）。十二二匹も居る群の牛を盗み一匹も残存せざるときに
は同じく2500din．（6跨sol．）の責あうとせられ、二十五匹も居
る群の牛を盗み一二匹残存せる場合亦同じ（同條§61§7）。
　馬の足枷を盗める者は、債額賠償虹に拒絶瞭罪金の外に1⑳
din．（3soL）の責があウ、因つて馬が喪はれたるときには馬の債
額も賠償せねばなら蹟（Lex　Sal。27§31§4）。挽馬を盗めば債
額賠償拉に拒絶賠罪金の外に1800din。（45sol．）の責あう（Lex
Sal．38§1）、牡馬を一群の即ち十二匹の牝馬と共に盗めば同じ
く2500dil1．（6場sol．）の責あウ（同條§3）、藪少きも七匹迄の
群なるとき亦同じ（同條§4）。但し牡馬のみを盗みぬるときに
は1800din．（45sol．）の責あるのみ（同條§2）。一一匹の孕める牝
馬を盗めば債額賠償虹に拒絶聴罪金の外に1200di11。（30sol．）
の責があウ（同條§5）、一年の仔馬を盗めるときには同じく600
dil1．（15sol．）、乳見期の仔馬ならば120dill・（3so1・）のみの責が
ある（同條§61§7）。
　盗品が豚なるとき、乳呑の仔豚一匹ならば、そして厩から盗
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んだ場・合には120dill．（3soL）、乳離れしたるものを野外で盗め
ば40dil／・（1sol・）の責あうとせられる（LexSal・2§11§2）。但
し仔豚を豚群中よう盗みたるときは憤額賠償と拒絶瞭罪金との
外に600din。（！5soL）の責あめとせられる（同條§8）。一年の
豚を盗みたるときには同じく120dil1．（3so1，）の責あうとせら
れ、二二年のものなら同じく600dill．（15801．）とせられる（同條
§勇§5）。二匹迄は同様（同條§6）。三匹以上六匹迄は同じく
1400dill．（35sol．）の責あうとせられ（同條§7）、二十五匹居つ
た群の全・部を盗めば同じく2500din．（6場so1．）の責あウ（同條
§14）。若し盗み残りが二十五匹以上あれば1400din．（35sol。）
にて足るが（同條§15）、五十匹以上盗めばたとへ幾匹かが残存
してゐても2500din．（62秀sol。）の責あうとせられる（同條§16）。
盗まれた豚が屠殺用の厩舎豚なるとき、一一年末満たうとも債額
賠償と拒絶贈罪金との外に120dill。（3soL〉の責あうとせられ
（同條§9）、一年を経たるものならば同じく600dil1。（15soL）
の責あめとせられ（同條§1｛））、飼野猪ならば同じく70〔）（lin・
（1隆soL）の責あうとせられ（同條：§11）、祓ひ清められたる去勢
豚なるとき亦同じ（同條§12）。未だ祓ひ清められざるときは同
じく600dil1．（15sol．）の責あるのみ（同條§13）。若し豚の群の
鈴を盗みたるときには債額賠償と拒絶贈罪金の外に　600di11．
（15so1・）の責あうとせられる（ILex　Sa1．27§1）。
　盗品が羊なるとき、乳呑の仔羊ならば7din．の責のみを生
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じ（：Lex　Sと、1・｛§1）、一年・叉は二年の去勢羊ならば債額賠償と拒
絶顛罪金の外に120di11．（3sol。）の責が生ずる（同條§2〉。三匹
以上を盗めば同じく1400din．（35soL）の責が生じ（同條§3）、
40匹を超ゆるに至れば同じく2500din・（6場sol．〉の責が生ずる
（同條§4〉。
　盗品が山羊なるとき、三匹迄ならば債額賠償拉に拒絶贈罪金
の外に！20din．（3sol．）の責を生じ、それを超ゆれば600din．
（15soL）の責が生ずる（Lex　S乱1．5§11§2）。
　狩猟用に飼ひ馴しブ～る有用なる大鹿を盗み叉は殺したる者は
1800din・（45sol・）の責あウとせられ（Lex　SaL33§2）、それ以
外の大鹿なるときには1400din．（35sol。）の責あうとせられる
（同條§3）。小家畜を盗む者あらば120din・（3sol・）の責ありと
せられ（Lex　Sa1．27§2）、牧羊犬を盗み又は殺しプ～る者は債額
賠償虹に拒絶贈罪金の外に120din。（3sol．）の責あウとせられ
（Lex　S島1。6§2）、先導猟犬を盗み叉は殺したる者は同じく600
din。（15sol．）の責あうとせられる（同條§1）。狩猟の獲物を盗
めば、同じく1800（1in．（45sol．）の責あうとせられる（Lex　SaL
33§1）。
　鷹を木から盗んだ者は憤額賠償と拒絶賠罪金の外に120din。
（3soL）の責がああ、それを竿から盗んだ者は同じく600dil／，
（15so1・）の責があウ、閉鎖せる場所から盗んだ者は同じく1800
din・（45soL）の責あウとせられる（Lex　Sal．7§§1－3）。鵜鳥を
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一匹盗んだ者は同じく120dil1・（3sol・）の責あうとせられる（同
條§4）。
　蜜蜂の蜂房を盗む者あるとき、若し屋根を有し閉鎖せられた
る場所から盗みたるときには、債額賠償拉に拒絶賠罪金の外に
1800dil1．（45soL）の責あめとせられ、戸外に於てそれのみ在る
場所から盗みたるとき亦同じ（Lex　S駄1．8§11§2）。屋根なき
蜂房を盗む者あ鉱なほ幾個かを盗み残せば、たとへ六個を盗
むも同じく600din．（15soL）の責あるのみとせられるが、七個
以上に及べば、たとへ幾個かを盗み残すも1800dill．（45sol．）
の責あうとせられる（同條§31§4）。
　：Lex　Salicaには盗罪の封象として船が現はれてゐる。こ㌧に
船とは、今日の航海船の如きものに非ず櫓擢舟に比すべきもの
であつたことは言ふ迄もない（商法538條、改正商法684條第
二項）。若し人が船を所有者の意に反して俘べ流失せしめたる
ときには120din．（3sol。）の責あめとせられ（：Lex　S翫1・21§1〉、
船を盗んで取押へられたるときは600din．（15sol．）の責があ
う、錠のか＼つた船を盗めば1400dil1・（35sol・）の責があウ、
修繕の爲に繋留してある端艇を錠がか㌧つてゐるに拘はらず盗
みたる者は1800dil1・（45so1・）の責あるものとせられた（同條
§§2－4）。敦れの揚合にも債額賠償虹に拒絶贈罪金は科せられ
てゐない。
　農作物を盗む者は比較的輕く扱はれてゐる。甜茱畑・豆畑へ
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侵入して盗む者は120din．（3sol。）の責あウとせられ（：Lex　Sa1・
27§7）、亜麻を馬背又は手押車程盗めば債額賠償虹に拒絶聴罪
金の外に600din・（15sol・）の責あるも（同條§8）、自分で背負
へる程度のものを盗んだ場合は同じく120din。（3sol．）の責を
負ふ（同條§9〉。他人の秣揚の草を刈つても骨折損たるに止ま
るが、唯それを持去れば同じく1800din・（45so1・〉の責あウと
せられ、若しその量が自分で背負へる程度ならば唯120din。（3
sol．）の責あるのみであつた（同條§101§11）。他人の葡萄山で葡
萄を拾ひ集めて盗むと600din．（15soL〉の責あう、それを家へ
運んで荷を下せば償額賠償虹に拒絶賠罪金の外に1800din．（45
sol．）の責あうとせられる（同條§121§13）。穀物の盗取せられ
たる場合も亦之に準ずる（同條§14）。但し水車小屋から盗まれ
ブ～る場合には、犯人は所有者に15soLを支彿ふの外、粉挽業
者に600din．（15sol．）を支彿ふべきであつた（：LexSal・22）。他
人の植林したる林を殿ち叉は焼却せる者は600dil1・（15soL）の
責があう、か＼るものをその片側丈け枝降しすれば120dil1（3
soL）の責があう、植林を盗めば同額の責あるものとせられた
（Lex　Sa1．27§§15－17）。但し一年以下の樹木ならば全く其責
が無い（同條§18）。垣根の物膿を盗み叉は垣根を破壊したる者
は、その個所の大さ相當大なるときは600dill．（15sol．）の責あウ
　　　　　　　　　　　　　　　　ヤナとせられる（LexS乱1。34§1）。鰻捕獲用の簗を盗めば1800dil1．
（45sol。）の責ある外、債額賠償虹に拒絶蹟罪金の責があるが、
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定置綱、三目網、袋網等の漁具を盗めば輩に600dil1・（15so1・）
の責あうとせられプ～（：Lex　SaL27§191§20）。
　馬の使用盗に關してもLex　Salieaは規定を置き、所有者の
意に反して他人の馬を乗う廻せぱ1200din．（3〔）sol・）の責ある
ものとした（Lex融L23）。又盗みの爲に他人の庭に侵入したる
：者は債額賠償虹に拒絶贈罪金の外に600din，（15sol．）の責あウ
とせられブと（1・exSaL27§6）。
　盗まずと錐も財産を破壊する等侵害を加へたる場合にはLex
Sahcaは之を贈罪すべきものとし、人の爲せる侵害と動物の爲
せる侵害に分つて規定を設けてゐる。錠前ある機織小屋を破つ
て開けば1800din，（45soL）の責あウ、之なきものを’破つて開
けば600din・（15soL）の責あウとせられる（Lox　s翫L27§211
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マグワ§22〉。他人の穀物畠が既に登芽してゐるのに、その上を紀を引
ずめ叉は手押車で横切るが如き事を爲せば120din（3sol・）の責
あ蚕とせられ、既に閉鎖・したる畠を横切れば600dill・（15soL〉
の責あめとせられた（Lex　Sa1．34§21§3）。他人の畠を所有者
の意に反して摯けば同上の責があ鉱その上に種子を播くに至
れば1800din．（45sol，）の責あるものとしプ～（Lex　Sa1．27§231
§24）。
　牛・馬其他の家畜が自分の穀物畠に居るのを見ればそれを取
押へて置き賠償を求めるか叉は逐ひ出すべきであつて傷害して
はならない。若し傷害し、そして自臼すれば、彼はそれの債額
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を賠償してその被害動物を自分の方へ引取ることが出來る。然
るにそれを自自しなかつた場合には600dil1・（15soL）の責あう
とせられる（LexSal．9§1）。か」る事情の下に在らずとも、若
し不注意によつて家畜を侵害するに至つブ～場合には全く上述と
同一の取扱を受ける（同條§3）。但し他人の馬の毛を刈込んだ
に過ぎなければ120din・（350L）の贈罪金で漕むのであつて
（Lex　SaL38§8）、他人の馬の死亡せるもの㌧皮を所有：者の意に
反して剥ぎ、その旨を自臼すれば、憤額を賠償するを以て足る
が（Lex＄al．65§1）、　自白しない場合は債額賠償と拒絶購罪金
との外に1400dill。（35so1．）の責が生ずる（同條§2）。
　牛馬その他の家畜が他人の穀物畠を荒せば、被害者側ではそ
の加害家畜を取押へて置き賠償を求めることができる。從つて
家畜の所有者はその損害と之に加へて10din。を被害者に支彿
ふ要があウ（LexSa1．9§5a〉、又抑留に際し又は抑留せられたる
ものを暴力を以て奪還するの基に出づれば1200din．（30sol・）
の責を生ずる（同條§5）。加害家畜の番人たウし者が加害に關
して否認せるに而もそれが謹明せられたるときには600din。
（15sol。）の責がある（同條§4）。敵意叉は傲慢を以て他人の垣根
を開き畠、牧場、葡萄畑その他へ家畜を放牧すれば、彼は評債
損害と1200dil／。（30sol．）とを支挑はねばならない（同條§5b）。
盗牧する意思で自分の家畜を他人の穀物畠へ放牧すれば600
din．（15soL）の責あめとせられる（LexSaL27§5）。
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　放火に關する　Lex　Sali嬢の規定を見るに、その責任は可な
め嚴重に追及せられてゐる。就寝中の人々ある家屋に放火し、
よつて死者あムたるときには、犯人は2500din．（6驚soL）の責
を負ひ、その上各生命に封して200s・1．を、叉家屋の所有者に
8000di11。（200so1．）を支挑ふべきものとせられる。言ふ迄もな
く被害者自由人たる場合を指してゐる（Lex　Sa1．16§1）。編ん
で作れる離家に放火しブ～る者は2500dil1．（6場sol．）の責あウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ　ヤ（同條§2）、穀物を容れある物置叉は納屋に放火したるとき亦
同じ（同條§3）。豚の居る豚小屋、牛の居る牛小屋に放火した
るときは、債額賠償と拒絶膿罪金の外に2500dil1。（6場sol。）の
責あうとせられ（同條§4）、垣根叉は逆茂木に放火したる者は
600din・（15sol・）の責あるものとせられた（同條§5）。
　：Lex　SalicaのNovell駄eに至ると盗罪に關して更に規定を
加へ、猟用の足枷を盗みたる者、又船から網・籠等を持去れば
1200dil1。（30sol。）の責あウとしブ～（Nov．II，3§1）。船叉，は網か
ら魚を盗めば600din・（15sol・）の責を間はれた（同條§2）。叉、
矢の中つた獣等を横取ウし、獲物を運搬具から盗み叉は農場か
ら盗んだ者は1200din。（30sol．〉の責あうとせられた（同條§3〉。
一腹仔の中から一疋の乳児期の仔豚を盗めば400din．（10soL）
の責を生じた（同條§4）。若し豚群の途を「迷はせた者は600di11，
（15sol．）の責を生ずるに至る（Nodl，6）。他人の船を暴力を以
て奪へば600din・（15sol・）の責あうとして奮規定を繰返しつ㌧
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も暴力といふ要素を加へた（N帆11，7）。他人の所有地から掠
奪し叉は牧獲せる：者あるとき、その犯人は600di11．（！5sol．）の
責あウとせられた（Nov・11§1）。否、他人の畠から許可なしに
落穂を拾へば600dil1・（15sol．〉の責あみとせられてゐる（Nov．
II，10）。一般に他人の物を持去う自分のものなめと租へ、而も
その事を謹明し得澱ときには15soLの責あるものとせられた
（Nov．II，12〉。他人の所有地叉は配當地（當簸地）を祀を以て又
は黎を以てうなひ起せば、その犯人はやはウ600dil1．（15sol．）
の責あるものとせられプ～（Nov。II，11§2）。他人の伐採せる建
築用材を森から盗んだ者は600din・（15so1．）の責あうとせられ
た（Nov．II，6〉。叉、他人の庭の入口や垣を破壊すれば同額の責
あウとせられプ～（Nov・II，13〉。他人の家を鍛ち、若しその家に
支柱あ算～る場合には、加害者は45soLの責あるものとして
ゐる（No鷲V，9§1〉O
　Capitul＆tio　de　partil）11s　Saxoniaoに至ると、他の事項に關する
と同様、その庭置は盗犯拉に放火に於ても張化せられ、殊に教會
に封してそれが行はれ＼ば死刑を科せらるべきであつブ～。暴力
的に教會に侵入し、暴力を以て又は絹に盗取すれば死刑、放火し
て教會を焼けば死刑とせられた（cdps．3）。capitul乱ro　Saxol〕i－
cumは放火に關して規定を置き、叛観等あウて之を防止する
に焼却の外方法なき場合には、集會せる村人一致の意見によ
つて之を爲すことを得るが、それ以外の揚合例へば不和叉は痛
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癩によつて放火することは禁ぜられ、之を犯せば60sol．の責
あるものとしブ～（Cap。Sax．8）。
　Lex　SaxOImmに至ると盗犯の殆んど凡ての揚合に死刑が科
せられてゐることは嘗て述べた（註一）。致會内で盗みたる場合の
みならず（LexSax．21）、馬を盗みたるとき（LexSax・29）、2sol・
の債値ある四歳牛を夜盗したるとき（Lex融x．34）、機織小屋で
何かを盗みたるとき（：Lex　Sax．33）、他人の家に掘婁又は破壊
によつて侵スし2sol．の憤あるものを持去うたるとき（1・exSax．
32）、等である。最後の揚合に當つて現場で犯人殺害せらる＼
も賠償は行はれない（：Lex　Sax．32）。蜂房を中庭よう盗めば死
刑となるが（：Lex融x。30〉、それを中庭以外で盗めば九倍を以て
賠罪せらるべく（Lex　Sax．31〉、3so1．の債値ある品を薄暮叉は
夜盗めば死刑を科せられるが（Lex　Sax．35）、3sol．よう1dil1。
丈けでも少い物を盗んだ者は九倍を以て賠罪し、その上犯人貴
族ならば12so1．自由人ならば6so1．孚自由人ならば遷so1．の雫
和金（罰金）を支梯ふべきものとせられてゐる（Lex融x．36）。共
謀者亦同じ（同條）。他人の家に夜叉は薄暮故意に放火したる者
は死刑を科せられた（Lex　Sax・38）。非自由人たる奴が主人の命
に基かずして盗罪を行ひたる揚合の主人の責任に關しては殺人
の場合に關し述べたる所と同じ（註二）。
（註一）45頁滲照。
（註二）22頁参照。
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　SachsenSI）iege1に於ても盗犯者は原則として死刑なることは
嘗て述べた（註一）。但し、それが日中而も村落に於て行はれたる
ときはその盗品の債額が三シソングよウ少きときに限う、層髪
の刑叉は三シリングの罰金によ6繹放せられ得る　（Ssp』L＆nd－
reeht　II，13§1）。穀物を夜問篇盗する者は絞首、書間ならば
：斬首（註二）となる（Ssp．一：Lalldrecht　II，39§1）。唯畠に在るもの
を家畜に食はしめる程度ならば債額によめ賠償すれば足る（同
條§2）。馬が乗潰れてしまつたときには道傍の穀物を食はすこ
とは許される。但し道よう一歩にて達する範園に限定せられる
（S印．一L翫11dreeht　II，68）。刈リプ～る草伐めたる木を盗取すれば、
夜問ならば絞首せらるべく、書間ならば膚髪の刑となる（Ssp・一
Landrecht　II，28§3〉。篇取叉は強盗せられプ～る物は必ず瞭罪
金を添へて返還せらるべく、若し返還し得のときには喪失者の
評債に從つて支梯はる＼こと＼なめ、若し之を不當とするとき
には支沸義務者は宣誓して減額せしめ得る（Ssp．一Lal／dreehtIII，
47§1）。　場合によつては代品を以て返還し得る。例へば曝る
鳥、猟禽、猟犬等の如し（同條§2）。盗品と指摘せらる㌧ものに
つき追奪澹保者を歓くに至れば、その現保有者が盗者として財
物を引渡し、その上聴罪金を支彿はねばならない。逆に盗晶
追及を爲したる者が敗訴するに至つた場合亦同じ　（Ssp．一1・＆lld－
recht　II，36§5）。或者が入手しブ～るものが裁到によめ不法なる
ものとなつた場合には、彼は賠罪金を添へてそれを返還せねば
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ならない（Ssp．一hndrechtIII，43§1〉。然し入手が適法ならば
返還が遅延するも賠罪金を支梯ふを要しない（同條§2）。漂着
物を隠匿すれば返還と共に購罪金と罰金とを支彿はねばならの
が、罰は決して生命身膿名碁に及ぶことはない（Ssp．一：Lalldrecht
II，29）。但し、拾得物を保持する者が拾得の事實を否定すれば
盗罪と看倣される（Ssp』L翫ndrecht　II，37§1）。
（設一）45頁滲照o
（註二）　絞首は斬首より重き刑罰とせられた。後者は三本柱のGa】gel1での晒を
　　伴つた○　なぼ　Schr6der－v・K貢nBberg：ibid・S・831滲照o
　上段に於て購罪金と稻するは、被害者の生來身分に從つて定
まれる一定の額である。諸侯・自由貴紳・滲審自由人の腰罪金の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キン額は同額であめ三十シリングとせられる。但し前二者には金を
以て、後者には一般の貨幣を以て支沸はるべきものな蚤として
匠別してゐる（S8p』Lalldrecht　lll，45§1）。小前百姓虹に高持
百姓の腰罪金は十五シリングであう（同條§4〉、水呑百姓のも
の亦同額である（同條§6）。孚自由人のものは二十シリング六
プフェニヒーヘラとせられてゐる（同條§7）。日傭人のものは二
個の毛織の手袋と一個の肥料熊手とであめ（同條§8）、僧侶の
子虹に婚外子には二歳の牡牛が牽引し得る容積の乾草が賠罪金
として與へられ（同條§9）、藝人や非自由人には人の影法師が
與へられ（同上）、決闘業者拉に彼等の子供には太陽に向つての
決闘楯の一閃が典へられる（同上）。二個の筈と一個の鋏とが、
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篇盗強盗その他の事由によつて椹利能力喪失者となれる者の膿
罪金である（同上）。
　他入有の地面に在る木を伐す叉は草を刈る者』叉は他人有の水
面で漁る者があれば、その者は三シリングの賠罪金の外に損害
を賠償すべきであウ（SSp，一Lalldreeht』1，28§1）、特に植栽せ
られたる木を伐め、果實ある木を伐めその果實を探取し、叉は
掘難せられた池で漁る者は三十シリングの賠罪金の責がある
（同條§2）。　か＼る者を現場で登見したる者は損害謄保の爲に
裁判官の許可なくして差押逮捕を爲して差支なきものとせられ
る（同上）。道なき耕作地上を通過する者あらば、その者は各車
輪につき一プ7エニヒを、騎乗ならばその牛分を聴罪金として支
梯ふ必要がある。若し既に播種後ならば外にその實損を賠償す
る。それ等の擦保の爲に被害者は加害者を差押へ得るのである
が、若し加害者之を妨げれば被害者は叫喚告知を爲して助力を
求める。その叫喚告知の費用三シリングは加筈者之を支彿ふ責
がある（Ssp。一Lan（h℃eht　H，27§4）。他人の土地たることを知ら
ずして耕したる者は何等の不利盆を科せられない（SSp。一L乱nd－
reeht　HI，20§1）。土地の引渡を受けて向地なウと考へ耕作し
たる者が裁到の結果第三者の有たること明らかとなめ之を引渡
すに至れば、その第三者はその耕作者の勢働に封して何等賠償
の責任は無い。かへつて初め土地の引渡を爲した者が損害を賠
償せねばならないのである（Ssp．一1・al1由℃eht　H，46§1）。既に
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播種してある他人の土地を耕す者は、賠罪金を支梯つた上に損
害を賠償すべきである（同條§4）。
　SaehsenSl）i（】gel　lま城兵が張盗を行ひたる場合に關し特則を置
いブ～。その城兵叉は城兵の属する城の城主は次の如くすること
によつてその責を免るべきこと曳し喪。即ち、告訴人と裁鋼官
の使者六人とで張盗品を捜索に城に上つて來たときに捜索を許
しブ～る揚合（Ssp・一Lalldreeht　II，72§1）、彊盗しブ～る者がその
城よめ出で且城に戻つたとて城主叉は城兵の内の或者を指摘し
て責められたとき、その被疑者が聖物にかけて誓を爲しぬる場
合（同條孟§2）、人を指摘せずして城全膿を相手取つて訴へられ
たるとき城主が宣誓を爲したる揚合（同條§4）、等である。張
盗者が城に蹄還せざる揚合には城主責を免る㌧ことは言ふまで
もない（同條§5）。捜索を拒めば雫和喪失となウ（同條§1）、
城主が宣誓を爲さねば法律に從つて自ら損害賠償を爲すべきで
あつた（同條§4）。
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五購 罪 金　（其三）
　約束違背に基く聴罪金、蛇に王椹に關係ある事項殊に裁到と
その執行等に關する購罪金の制度を、此庭に考察してみやうと
思ふ。偽謹に關する賭罪金も亦從つて此庭に包含せられる。
　約束違背に關してLex　Sali幟は特に規定を置いてゐる。自
由人叉は牛自由人が誠實に確約したるに拘はらず、四十日以内
叉は特約したる日に、讃人叉は評債人と共に債権者の家に來な
ければ、債務の外になほ600din．（葛Sol。）の責あウとせられる
〈：Lex　SaL50§1〉。而もなほ支彿はざればthlmginus（百人組
の長）の面前で所定の文言を述べ、手績を履んで支沸要求を陳
述する。その際憺保提供もなかめし旨を述べねばならの。斯く
して謹人と共に債務者の家に至ウ請求を爲すもなほ支彿はなけ
れば、次の來訪期日を定める。その際には蛇o　dil1．（3Sol。〉の
責が從來のものに附加せられる。『これを三週中に三同繰返して
　　オコナ行ふ。行つて360（lin．（9sol．〉の責を増Pす事となる（同條§2〉。
斯くするもなほ支彿はざれば、その地方の守護（Graf〉の面前
に至つて手績を履む。（斎rafは七人のraehil鳳）m’gi幡（陪審員〉
と共に債務者の家に赴く。そして所定の文言に從つて支挑へと
命令する。在宅の（叉は不在の）債務者が之を肯んぜずして支彿
はざれば、rともぐhil／eLm・典1トの評債に從つて債務者の財産中よウ
所定の額丈け持去る。債務者よめ別に李和金の支梯が爲されて
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ゐれば、これは全額債権者に入るが、然らざる場合には三分之
二が債椹者に入ウ、疫る三分之一はGrafに入ること＼なる（同
條§3）。（モmfが故なくか」る助力を爲すことを怠れば死刑を
科せられる。さもなければ身分所定の金額によつて賭罪すべき
である（同條§4）駐剛。
（註一）　7頁参照。
　貸した物を返還せぬ者があれば、貸付人は謹人と共に借受人
の家に赴き、所定の文言を述べて請求を行ひ、若し返還せねば
七夜を置いて三同繰返す。その度毎に120dilL（3£（）1。）カ｛附加
せられ9sol．の責を生ずる。然るになほ返還もせず叉返還の確
約もせねば、債務と∫1副．との外に（1⑪0曲L（15s（｝1。）の責が生
ずること㌧なる（Lex　SaL52）。
　L（lx　SaX（mしm1に至る迄のものには特に約束違背による贈罪
金の制度は見出し難い。愚ehSellSpie即1に於ては勲多の債権關
係一般に關する規定の外駐一）、特に約束違背による瞭罪金の
規定と稔すべきものはないが、少くとも實損を賠償する規定は
二三存在する。簡軍に之を述ぶれば、往來通行に關し特に護衛
料を支挑つて護衛を特約しぬる場合には、之を受けたる者は、
生じたる損害を支抑ふ責任があウ（SSP．一Lan（ll℃eht　II，27§2）、
他人の爲に確約したる不和を破うたる者は、因つて生じたる損
害を賠償すべく（SSp・一Llm《heeht　HI，9§2）、貸付叉は質入せら
れブ～る物は完杢なる姿に於て返還せらるべきであ凱然らずん
五賠 罪 金／其竺、、 65
ばその債額に從つて賠償せられる（SSp・一Lmld1・eeht　III，5§4〉。
馬叉は衣服を貸與せる者あるとき、借受人が期日に至るも返却
せぬときには訴へらるべく、若し損傷あらば賠償せらるべきで
ある（SSp．一Lをmdreゆt　III，羽§1）。そしてか＼る抑留物はそれ
を登見次第、貸付人は盗品追及手績にようそれを奪還し得る（同
條§3〉。馬其他の家畜が質入期間内に整死すれば、質取人はそ
れに關して自己に責なき旨を讃明し、巳つ穣利能力にかけて宣
誓を行つて賠償責任を冤れ得る。而して特約なき限ウは被捲保
債権は消滅するに至る（SsP．一Lalldr（・dlHH，5§5）。
儘一）Ssp。一LandrechH，65§411r，38111r，311」ehnfecht67§311～8§gl
　　§10等は損害賠償に關係するも、なぼ今これに鰯る瓦ことを得ない〕
　裁判に關しては、訴の提起、召喚、出頭、裁判自膿に關する
もの、不法差押等が基げられる。先づ出頭に關する定を見るに
Lex　Salieaは裁判所へ適法に召喚せられたる者が正當の事由な
くして出頭せざれば600〔1i1L（15soL）の責あウとし（Lex　StもlicとL
1§1〉、他人を召喚したる者卿ち原告）が自ら不滲しぬるとき
は正當の事山なき限う1珊dilL（15801．）の責あウ且つそれは被
告に入るべきものとした（同條§2）。國事に携れる者は忍喚せ
らるべきではない。　巨Pちそ・れは正常な事由となる（同｛集§4〉。
但し郡（Gal・，脚go〉中で自用を行つてゐる場合はそれに入らぬ
く同條§5）。謹人として適法に召喚せられたる者が出頭せぬ場
合には、その者は“Oo｛li］L（15s・1・）の責あウとせられ・（Lex
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Sa1．49§2）、たとへ出頭しても離言拒絶を爲せば同額の責あウ
とせられブ～（同條§3）。期日に出頭する事を拒絶し、又は出頭
するも陪審員によつて命ぜられたる事項（賠罪金支彿、盟神探
湯、誓約等）を爲すことを怠れば、彼は國王の面前に召喚せら
れる。所定の手績を維て三度召喚が行はれ而もなほ出頭せざれ
ば、國王はその者をその肚會より除外する。即ち「八分」する。彼
を宿泊せしめても食事を給しても、それをたとへ妻が行つても
600din．（15soL）の責あること＼なる。但し被皆が本來支沸ふ
べかうしものを支彿へば此禁は解かれる（1・（・x　Sal．56）。Lex
s＆licaの増補は、從者たる身分を有する者の訴に關し特則を設
け、從者が從者に封して法定の方法に從はずして訴を提起し叉
は保謹人を乞へば窮s菰の責あめ、又從者が從者に封して宣誓
を行へば15sol。の責あウとしプ～（NOv．V，8§2）。そして、正當な
る事由の種類を、國事に携はれる場合の外に、家が焼けたとき、
病氣によう制せられてゐるとき、拉に親族（父、母等）の死燈を
家の中に有してゐるときに迄振張しブ～（Noy．VI，1）。Capiもul乱re
Saxmicumに至れば、若し貴族よう召喚を受けて裁到所へ出頭
すべき場合に慨怠すれば、　その者は｛卜・Lの責あるものとし、
自由人よウの場合には2綱！卜自由人ようの場合は1S・1。の責
あ蚤としブ～（C＆P．SaN．5）っ
　SaehsenSpiege！に至ると訴の提起に關して特に規定を設け、
非現行犯の揚合には、規定ある場合は別として一般には叫喚告
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知の方法で訴ふべきではなく、若し敢て之を爲せば損害を賠償
すべきこと㌧した（8sp．一Lalldreeht　II，64§5）。管轄裁到所に
非ざる裁到所へ訴ヘプ～る者は、裁到官に罰金を支彿ひ相手方に
贈罪金と損害とを支排はねばならない。例へば世俗裁到所へ訴
ムベきことを教會裁判所へ訴ヘプ～る場合の如し（Ssp．』L包11dl℃eht
HI，87§1）。訴によウ召喚せられて相手方が出頭せるに、若し
原告が出頭せず叉は出頭するも訴を途行せざるときは、原告ぽ
裁到官に罰金を支挑ひ相手方に賠罪せねばならない（SSP’Lal！d－
reeht　II，8〉。途行して而も敗訴したるときはその故を以ては何
等の不利盆を科せられない（同上）。叉相手方が排謹宣誓を行つ
たので主張が貫徹せられなかつた揚合でも同様である　（畿p．一
Landre・cht　I，62§4）。財物請求の訴に關しても同様であるが、
若し請求者（敗訴者）が占有を有して居る揚合は罰金と聴罪金と
の責を件ふ（Ssp』Landr（℃1・t　I，53§2〉。訴訟が績行せらる㌧揚
合等に於て被告を出頭せしむることを保謹したる者は、それを
果し得なければ、彼は彼の身代金丈けの額を支拗はねばならな
い（S8P．一L乱ndrechtI，65§3〉C
　到決前の離族調に於て僑讃したる者あるときには、恥xS油織
は600dil1。（15sol．）の賠罪金と外に債額賠償と拒絶賠罪金と訴
訟費用（causa）とを支梯メ・責任があウとし、宣誓補助者たると
きはこれは各人5s（》1．に減額せられた（LexSal。48§§／一ご1）。又
宣誓を爲す義務あわて之を拒みたる者は葛8（・Lを以て贈罪す
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べきであつた（CdpS，32）。裁判に當つて盟紳探湯を爲さんこと
を要求せられたる者が、若しそれを爲すことを免れんとすれ
ば、宣誓補助者を立てた上に、請求額が（30（1（lilL（15sol．〉なる
ときは120dhL（38d．）を、請求額が35s・Lなるときには2鋤
（1il1・（6soI。）を提供せねばならない。　それ以」二の請求たる揚合
も上記の額に止まる。但し身代金の請求即ち2り“8吐（甑l　s・1・
1800soL等σ）請求なるときには1200｛lin．（30s（）1．／を提供する
こと㌧なる（LexS芝Ll．53§§1－5）。　裁タUは』本來〕・adlilld）llrgi
（陪審員）によつて行はれる。陪審員が判決を宣告せのときに
は、原告は法定の文言を述べて之を促し、而竜なほ彼等が爲さ
のときには彼等七人は各自120曲1．（3s・L）の責あうとせられ
る。それでもなほ宣告せず叉は此3Sd。の支彿を確約せのとき
には、彼等各1、はllOO　lIill・（15s（）L）の責あうとせられる（Lex
Sal．57§11§2〉。LへSali餓のNovellaeは、紳判以外に於て即
ち陪審の判決に代るべきものとしてよム以外に、熱湯判断を他
人に要求しブ～る者はlloO　din．（15sol。）の責あわと定めた（N帆
ll、4〉。更に詐う宣誓しブ～る旨が謹明せられ曳ば僑謹者は15soL
の責あめと定め（Nov．II，15§1）、叉、それが謹明せられぬと告
登者が15SO1．の責あうとせられる（同條§2）。尤も告登者は決
闘によつて定めんことを主張し得プごq司、L）。傭讃被疑者は盟紳
探湯を行つて手が焼け欄れ㌧ば上記の科を受けるが、若し何等
の障害なきときにはその責なきものとせられる（N・v。II，16〉。
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：LexSaxolmn1に至ると庭置は嚴酷となう、たとへ知らずして
誤う誓へる場合たウともその宣誓に用ひたる手は切断せらるべ
きものなウとしてゐる（Lex　Sax．22）。知つてf爲讃すれば死刑
（LρxS眠21）。
　SaehsellSpiegeRこ至ると、K～副大三E前後に於て南方よ頻專
播し來れる代辮者伽riSpreeho，w・Sp1燥e）制の利用が盛んとな
蚕し結果、特にそれに關する定が置かれてゐる。代辮者の言に
よつては、原告立立に被吉は、それを是認せざる限ウ損害を及ぼ
さる＼ことは無いとせられる（S卜P．一1・をu1〔1γ（・（・ht　III，14§1）。蓋
し原告又は被告は自己の代辮者の言を雛き、それが自己に有利
である場合にのみ之を是認して自己の言として利用すれば足る
のであるが故である。代辮者も亦罰金拉に贈罪金を支彿ふ。從
つて遅くとも若しそれ等が科せらるべき揚合に至れば、代辮者
は、相績財産を有するか然らずんば保讃人を立つるを要するこ
と＼1なる（Ssp。一L釦1drechtl，61§4）。
　S鳥（fhsongpiegelに至ると…判決の非難に關する制も明定せられ、
それに關する贈罪金の定も爲されてゐる。或到決作成者（裁到
官とは別人）の作成したる到決を非難する者は自ら正しとする
到決を作成して自分の主張を貫徹しなければならない。若し之
を貫徹し得なければ、彼は裁到官には罰金を挑ひ、前到決作成
者には賭罪金を支彿ふ必要がある。而も裁判官がその爲に使者
を派遣した揚合には、その族の失費をも支沸はねばならない
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（Ssp．一Lalldreeht　II，12§5）。非難せられたる者が非難者の到決
を直ちに承服したるときには罰金も賠罪金も生じないのである
が（Ssp．一Lehnreeht69§3）、若し之に承服せざるときには、
互に宣誓補助者を利用して歎を以て雫ひ、敗れたる者は罰金と
賠罪金との責あること＼なる（SSl）。一：Lalldrecht12§8）。若し
到決の非難が到決に封する賛同後に行はれたるときには、賛同
前相手方に相談の猶豫が乞はれてゐブ～場合は別とし、到決作成
者の外なほ凡ての賛同者に瞭罪金を支梯はねばならない（Ssp．一
：Lohl〕1℃eht69§11）。到決の非難を爲す資格無き者が非難を爲
すには、罰金虹に賠罪金支彿の爲に、有資格者を保謹人に立て
る必要がある（Ssp』Lelmrecht69§2）。
　下級裁判官の許で慮訴すべきに拘はらず之を拒み、上級裁到
官の許で鷹訴したる者は、原告に封し特別の賠罪金を支抑ふべ
きものとせられブ～。百姓代の裁剣を拒み、上級裁到官の許で鷹
訴しブ～る者は三十シリングの賠罪金とせられてゐる（Ssp，一Land－
reehtl且，86§1）。
　不法差押に關しては既にLex　S＆lieaに規定が置かれてゐる。
Graf（守護）に封し不法差押を爲す様に乞ひたる者は、欺岡差押
と稻して8000din．（200s・L）の責を負ふこと㌧なる（Lex　SaL
51§1）。而してGmfがその乞に慮じて債務額以上に其他不法
なる執行を爲すに至れば、その（lrafは生命を以て賠はねばな
らない。帥ちその身分に慮じたる額を以て賠罪すべきこと㌧な
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る（同條§2）。ILex　Salie芝LのNovellaeは、訴へのうちに、債務者
に知らせずに、裁到官なしで即ち自力で差押を行へば、之を爲
したる債権者はその債権を失ふこと＼なる。而も差押が不法に
爲され』ば、法律に從ひ偵額賠償の外に15so1．の責を差押者は
負ふ（N侃IV，2）。C乞Lpiもulare　de　p＆rti貰）us　Sax《）11i瀞も自力差
押を禁じ若し之を侵せば過料（bamum，BanllbuBel）を支排ふ
責あめとしてゐる（CdpS，25〉。　S＆ehsel！spiegelも現行犯の揚
合、地代を借地人よう取立つべき地主が行ふ揚合等特別なる場
合を除き（Ssp。一LalldreehtI，54§4111，27§4128§211H，
20§2）、差押は裁到官の許可を受くるか又は裁判官の使者プ～る
執行官（vr61〕e　bode）によつて爲さるべきものとしてゐる（SSp．一
IL芝m（hecht　I，53§31111，56§2）。不法差押を爲せばその者の
生命虹に財産は剥奪せられること＼なる。それが執行官によう
棉i限外に亙め行はれブ～る場合亦同じ　（SSl）』Lan‘ireeht　III・酪
§2）。從つて贈罪金の定は無い。
　最後に王権の登動に關する又は王権を背景とする贈罪金の制
度を見やう。Lex　Sallcaはそれが王椹大ならざる時代に生じた
法律なる關係上、か＼る規定は比較的少い。一二の規定を拾へ
ば、國王からの書面によう進登せんとし而もそれを裁到所で示
す者に封して、國王の命令に反して之に抗議せんとする者は、
8000dil1．（200sol．）の責あうとせられる（LexS就14§4〉。王
碑を姦淫したる者は一般の碑女を姦淫したる場合の倍額即ち
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121）0《lin。（30s｛）L）の責あうとせられる（LexSal．25§4〉。徒蕪
を組んで殺人を行ひたる揚合に、被害者が國王の從者ならば一
般人の三倍の身代金即ち72000‘1il1・（1800sol・）の責あうとせら
れてゐる（Lex　S芝亀L42§1）。從軍中の者を殺したる場合亦同様
である（Lex　S乱1．63§2）。
　（ゴ～Ll）itlllεLtif）d（・P～Lrtibus　SaxOlli之Leに至ると致會虹に牧師に権
力を典へるといぶ建前によつて王権は非常に張化せられてゐ
る。例へば教會内に入りたる者は殺さる㌧ことなく、逐ひ出さ
る㌧ことなく、生命を脅かさる㌧ことが無い。然し出來る丈けは
債務を果すべきであ鉱叉國王に召喚，せられ㌧ば出頭すべきで
あるとせられてゐる（（ldpS。2）。Cとも1）itulとLI・e嵐xOIliCumに至
るとその雀頭に於て、國王の統制権（命令椹）（1）almum）に背く
者あらば、その者がフランク人であらうとザクセン人であらう
とGOsol．を支梯ふべき義務あるものと定めブ～。　そして100e
鋤L迄の額を國王は定めることを得るとした（C～LP．S＆x．9）。國
王の使者が叉は從者が殺されたるときには、一般の場合の三倍
の身代金を生ずべしとし（（‘～もp・SaX。7〉、更に進んで、死刑を科
せらるべきやうな犯人が王樺の下に在ウ叉は保護を求めてその
下に來た場合には、國王は之を引渡すことも出來るが、犯人を
その妻・象族・財産と共に他地方又は國境地方へ移住せしむる
ことも出來ると定めブ～。その揚合には犯人は死亡と看倣された
のである（（｛ap．融X。10〉（註一）。Lex　SaxOmm！に至ると、死刑
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の宣告を受けたる者は決して卒和を有せず、たとへ致倉へ逃げ
込むも引渡さるべき旨を規定してゐる（L（・x　SaN，28）。上蓮の
ものは未だ宣告を受けざるものであウ、之は宣告を受けプ～もの
であるから殉者は矛盾してゐない。LeN　Sax《mmnは叉軍隊か
ら宮廷へ宮廷から軍隊への道に在る者に封して悪事を行へる者
にi封し、三倍の贈罪金’を徴すべき旨を定めた（L紙S芝既37）。こ
れも亦王権の一表現である。
（註一）　「1本養老律令中にも似たやうな制度が見られる一移紬1印ち之である・賊盗
　　律第＋八條拉に獄令第＋七條等参照
　Sachsellspiegdに於ては、牛フーフェ乃至三フーフェの土地を
有する高持百姓の内から裁到官虹に滲審員によつて選ばれたる
執行官は（Sgl）・一L～m｛lredlt　I，2§31HI，45§5156§1161§3）、
死刑の執行、當事者の召喚、逮捕差押等廣汎な権限を與へられ
てゐるのであるから（S琳一L芝mdl。（・（・11t　I，砲§釈63§511HI，55
§2）、その任務に背反する行爲不行爲あ今たるときには特別な
る刑罰を科せられると同時にISSp．一L～u油℃幽t　H．16§4〉、他方
に於て執行官は通常の二倍の身代金拉に賠罪金を受けるのであ
る。基準は彼の生來身分である（SSp．一Lれ1油℃｛赫1，8§2）。
74 濁逸中世の損害賠償制度
六 罰 金
　聴罪金と罰金との關係は可なう複雑して居る。こ㌧に罰金と
は、違法行爲に某き國王其他の公権力者叉は公共團髄に支挑ふ
金銭その他の物を指し、違法行爲の被害者に封する賠罪金と匿
別する。罰金は古くは丘edus，fritus（FI・iedel／sgeld）と稻せら
れた。例へばLex　Sと源れの中にも、國王の保護下に在る娘を
略取すれば2500（lilL（6場sd。）の罰金を科せらるべく（Lex
S＆1．13§6）、一般に作業中の奴碑や鐵鍛冶・金鍛冶・豚追ひ・
葡萄作う・馬丁等を殺し又は略取したる者は、債額賠償虹に拒
絶購罪金と120041il1．（30501。）の賠罪金との外に、なほ罰金拉
に復讐断念金（飼do）として1800｛lin・（45sol・）を支梯ふべしと
し（1・ex　StLL35§61§7）、誠實に確約しブ～る債務を所定の期限
に支梯はず、種々の手績の後Graf（守護）が陪審員と共に債務
者の家に赴き債務者の財産を陪審員の評債に從ひ差押没牧を行
ふに至れば、その金額の三分之二は債権者に入るも三分之一は
罰金としてGrafに入るべしと定め（ILex　Sa1．50§3）、腔神探
湯を爲すべきときにそれを爲すに代へて金銭を以て冤れたる場
合、所定額を超えたる部分はGrafに入るべきものと爲し（LeX
Sal．認§2二§41§6）、十コ歳未満の小供が違法行爲を犯せる場
合には杢然罰金を科せずと定めてゐる（Lex　Sa1．鍛§5）。
　1・exSaliα1のNovdlaeに於ては、f爲謹しプ～る事明らかとな
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ればその者は15soLの刑罰（mu1切を科せらるべく、盤紳探
湯の結果その手に何等の障害なかめし時はかへつて告登者が
15sol。の刑罰を受くべきものとした（XOv．H，1（3）。こ＼に刑罰
とは亦上述の罰金と性質に於て礎めがない。
本來罰金には、系統が二つあるのであつて、その一一はその金
額の提供によつてその者よウ裁判上剥奪されたる雫和を同復す
る爲の、換言すればその村落生活よウの村八分を解除して貰ぷ
爲の代償であつたのであう、之をfrρdUSと稻し、何等王権領
主椹等と關係なきものであつた（註一）。　その二は國王の統制穂
叉は命令権とも稚すべきbalmus（Ba1皿eellt）の系統に属する
ものであ鉱それが裁到所に登動して、國王の命令違反を理由と
して科せらる㌧一定の金額を指しブ～。そして多くは所犯の大小
に依らずして寧ろ裁到所の審級によつて額が上下する方法が探
られた（註二）。此fredusは次第にb乱】musによつてその地位を
奪はれる傾向を持つた。然しそれが實現せざる間に爾者は融合
してその匿別は失はれるに至ム、或罰金が爾者の中の軌れの系
統に属するか容易に庭別し得ざること㌧なる。（lapituiati・de
p乱rtibUs融x（）niと鳥e轟こ於ては、國庫に牧入あるに際してはそれ
が痂doであるとbalmusであるとその他のものであるとを問
はず必ずその十分之一が敏會に給付せらるべき旨を定めて居り
（CdpS．16）、爾者の囁別が未だ消失して居らないことを示し
てゐるが、Saehse】19piegelに至ると、bal1なる語は使用せられ
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ては居てもそれは罰金を意味せず、之を科する椹限の意に用ひ
られ、罰金を意味する語はwedde叉はgewe（ldeの語に統一さ
れてゐる。1）乏mが輩猫に用ひらる＼ときには多く破門権を件ふ
敏會的統制権を指し、國王の統制権又は裁判権等を意味する場
合には多くkOlljgesl）anの語が用ひられてゐる。但し例外は在
る。hll〔1reeht第一・巻第五十三條第四項に於けるbalmesは法
王のものを指して居・る。
（註一）　Ilis：　（’弄eschicl置te　d（）s　deutsohen　Stra£rechts　bi8zur　K抗rolilla・19287
　　S．102．
（註二）　77滲照○
　罰金と身代金叉は賠罪金との關係は、それ等が一括して科せ
られ、提供あうたる後罰金取得権者と贈罪金取得権者とが分歎
的割合（多くは1：2。1：1の所もある）に於て分割する方法と、
益然別個に初めから各々の額を明示して科せられる揚合とがあ
る（註一）。Lex　Salicaの規定は多く前者に從ひ、StもehsenSI）iege1
のものは多く後者を探る。S乞しehsellspiegelに於てwedde，gewed－
de又は動詞wettellは此意味に用ひられるが、他の場所では
此語は罰金を件ふ確約の意に用ひらる㌧ことのあることも、注
意せらるべきである（註二）○
（註一）皿s：ibid・S・96・Bru皿er：lbid・1，1887，S・16レ5・
（註二〕Iiis；ibid・S・102・
　融chsenspiegelは罰金の支挑に關し、支沸ふ側の身分に從つ
て、旗知行（van16n）を有する諸侯は國王に百ポンドを、各地の
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自由貴紳は將軍に十ポンドを支沸ふべきものと定め（Ssp．一L紐d－
recht　Ill，64§21§3）、小前百姓（biergelden）は庄屋に封して
八シリングを支沸ふべしとした（同條§8）。又一般人は國王に
封し違法行爲に基かずして罰金を支沸ふ揚合にはその額十ポン
ドとせられてゐる（同條§2）。但し、ホノソシュタインやシュト
マノレンやノ・一デノレンの如く特別の定を有する地方もある（同條
§3）。國王の統制権に基く揚合なるや否やに從つて、若し之に
基いて裁到集會が行はる㌧場合には、　その権限を帯ぶる守護
（greve）虹に代官（voget）には六十シリングの罰金が支沸はるべ
く（同條§4）、同様なる王都守護（palanz　greve）虹に地方守護
（lantgr6ve）にも同額が支沸はるべきものとする（同條§6）。然
し國王の統制椹を帯びず自分自身の力によつて裁到集會を主宰
する邊境守護（m＆rkgr6ve）には三十シリングが支梯はる㌧のみ
であウ（同條§7）、同様な立場に在る代官には三シリングが支
彿はる㌧のみ（同條§9〉。守護代（gogr6ve）には六プフェニヒ叉
は一シリングが（同條§10）、百姓代（b加meistere）には六プフニ
ニヒが支沸はれる（同條§11〉。
　以上のSachsenspiegelの規定を見ると、國王の統制権1・命
令権の系統を引いたものとfredus的なるものとが、或場合に
は結合し或場合には軍凋で存在してゐたことを知るのである。
唯前代のfredusとは、贈罪金の額によつて罰金の額が上下せ
ず一定してゐる黙が、大いに異つてゐることに注意せらるべき
である。
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　　　　　　　　　結　　語
　上來説述したる身代金・贈罪金等の計藪は甚だ匝々であ外
一見何等統一なきもの＼如くであるが、それ等の法律は今日の
如き滲照法に非ずして記憶法プ酌し關係上、必ず何等かの簡輩
なる原則の上に立つてゐた筈であるとは、何人も考へ及ぶ所で
ある。これに關してBrunllerは夙にその著濁逸法制史に於て
説明を加へ、古くは十二進法Duodezim＆lsystemが本來であう、
それの倍藪叉は分数等が具膿的な個々の定であつて、それが後
に十進法Dezimalsystemに攣じたとしてゐる。そしてその原因
として貨幣制度の憂更を墨げることは容認し難いとし、寧ろ身
代金の分割に際して用ひられた十進法が一般化しブ～ものとして
ゐる（註一）○
（註一）　Brulmer：　Rechtsgechichte　II，S．608＿．9．
　身代金と瞭罪金との關係は：Lex　Sa！iea以下ILex　Saxonumに
至る迄のものに於ては非常に薄く、Sachsenspiegelに至ると非
常に密接とな鉱人の身膿傷害の場合に後者は前者の分歎を以
て定あらる㌧に至つて居ることは、嘗て述べたる所である（31
頁滲照）。但しSachsenspiegelに於ても盗罪等の財産犯に關
しては身代金と直接の關係が無いことも既に鯛れ遊　（59頁）。
よつて此庭に問題として残る事は、：Lex　Sali餓の財産犯に關し
て認めらる＼拒絶購罪金と贈罪金拉に債額賠償との關係、之を
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一般化して定額賠償と實損賠償との併存の能否の間題である。
　：Lex　Salic乱の中で盗犯等に關し認めらる㌧拒絶賠罪金（dila－
tura）はその性質は明瞭でないが、恐らくはBrm皿erの言ふが
如くに、盗犯を直ちに自自せずして不必要なる時間・費用・努
力等をその決定に就て要せしめたることを理由として科せらる
㌧ものであると考へられる（註一）。叉Lex　Salieaは此di1翫tura
を認むる場合には殆んど常にc＆pitalなるものを認めてゐる。
即ち債額賠償である。これは盗品等が返戻され＼ば支梯はる㌧
ことを要せず、それの不可能なる揚合にのみ科せらる＼ならば
容易に首肯し得るが、それ等の外に更に加へて科せられてゐる
賠罪金は然らば何であるか、如何なる性質を有する力理問題と
なる。考ふるに、これは一面物品が同牧し得ざウし問被害者の
受けたる種々の不便苦痛を癒し、他面盗犯防止の爲の刑罰的作
用を螢んでゐプ～と考ふべきである。Saehsellspiege1に於ても、
そのILalldreeht　II1，47§1に於て、篇盗又は張盗の手段によ
つて取得せられ潅る物は返還せらるべく、若し返還し得澱旨を
誓ふ者があれば喪失者の詐債に從つて代債を支抑ふべし、敦れ
の揚合にも賠罪金が別に附加せられると定めてゐる。尤も評債
が不當なムと思惟する者は宣誓によつて減額を要求することが
出來た。
　（言主一）　］Brunner：ibid．II，S．626。
　Sachsenspiegelは叉、そのILan（1reehtII，47§1に於て、他
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人の畠や牧揚に自己の家畜を故意に放牧したる者は、損害を賠
償するの外に三シリングの贈罪金を支沸ふべき旨を定め、同條
§2に於て、放牧が故意に基かざるときには損害を賠償する外
には各家畜につき六プフェニヒを支彿へば足るとしてゐる。即
ち六分之一一にて足るとしてゐるのである。又、同上II，46§4
は、既に播種してある他人の耕作地を不法にもうなひ起す者
は、賠罪金の外になほ損害を支梯ふべきものとしてゐる。更
に、同上III，86§2虹に87§§1－2は、管轄裁判所以外の裁
到所へ訴訟を爲したる者は、所轄裁到所へ罰金を支彿ひ、相手
方へ瞭罪金を支排つた上、なほ損害を賠償する必要があるとし
てゐるo
　以上を要するに、狗逸中世に於ては定額賠償が主であウ實損
賠償は寧ろ補助的地位に於て認められ、而も一個の違法行爲か
ら、裁到権者即ち部分肚會叉は領主に劃する罰金と相手方に封
する購罪金定額と實損賠償金との三者を同時に生ずることが相
當多く認められてゐたことを看取し得る。又人命犯・傷害犯に
於けると財産犯に於けるとは、賠償制の建前を多少異にしてゐ
たことも之を知ム得るのである。斯くして濁逸中世は、今日の
實損賠償制の時代たると封比すれば、之を定額賠償制の時代で
あつ尤と稔しても敢て過言ではない。（一九三九、六、二〇）
